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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成３０年度版三重県市町要覧による）

四日市市 三重県

310,255 1,782,190

12.8% 12.4%

2,865.41 372,352.55

2,557.33 348,833.49

14.0% 64.0%

10.1 10.1

２．　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 3,388,000 3,388,000 3,388,000

2 2 4,151,400 4,151,400 4,151,400

3 2 4,394,500 4,394,500 4,394,500

4 2 1,623,653 1,206,000 1,206,000

5 2 9,798,800 2,449,700 2,449,700

6 4 929,500 929,500 929,500

7 4 7,032,520 7,032,520 7,032,520

8 4 9,270,030 9,270,030 9,270,030

40,588,403 32,821,650 0 15,589,600 0 17,232,050 0 0

３．　　令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充当

額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

災害からライフラインを守る事

前伐採事業

令和　4　年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

流域防災機能強化対策事業

都市公園危険木処理事業

小学校支障木伐採業務委託

中学校支障木伐採業務委託

市民活動センター運営事業

一般備品整備事業(小学校）

一般備品整備事業(中学校）

里山・竹林環境保全支援事業

計

事業区分 事業概要

森林整備を行ったことにより、地域住民の生活の安全性が確保されたとともに、整備された場所は子供の遊び場としても利用され、子供が森林にふれあう場を作

ることができた。

木製備品を導入したことにより、施設利用者に森林や木材について学び、ふれあう場を提供することができた。

情報発信への取組

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることの周知を図るためHPの掲載や、導入した木製備品へのロゴマークの焼き印などをつけた。

森林再生力強化対策事業

　本市は、東側に伊勢湾、西側に鈴鹿山脈に接し伊勢湾沿いには石油化学工業等の発達した中核都市です。四日市市総合計画の基本構想で「環境・防災先進都

市」を将来都市像の一つに位置付けており、公害の歴史と教訓から、豊かな環境を基本とした都市整備と、防災力強化を両軸に、快適性と安全・安心が高い水準

で保たれたまちづくりを目指しています。

　みえ森と緑の県民税市町交付金を活用することにより、都市公園や地域の里山や竹林を整備し、緑にふれあう環境を整えるとともに、公共施設等での県産材の

利用を進めることにより、森への関心、木材利用の意義への理解を深め、緑を身近に感じ大切にしていくことのできる社会づくりを推進します。

事業実施により期待される効果

0%

47%

0%

53%

0%

対策区分別事業費割合★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ③ 私有林整備 497 497

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ⑮ 森林・林業・木材普及活動等 1,628 1,628

3 ⑮ 森林・林業・木材普及活動等 4,975 4,975

4 ① 意向調査の準備作業 6,792 6,792

5 ⑰ 基金積立（森林整備等） 22,382 22,382

6

7

8

9

事業カテゴリーの項目

10

合計 36,274 36,274
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 小学校支障木伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

　四日市市立各小学校において、支障木や危険木の伐採等を行うことにより、台風や強風に起因する倒木や枝折

れによる被害を未然に防ぎ、学校関係者の安全を確保する。

事　業　費 3,388,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

3,388,000

1．事業の目的

教頭だけでなく、用務員等その学校に長年勤務する職員と帯同して学校敷地内を点検することによって、支障

木や潜在的に危険のある樹木を発見しやすくしている。

2．事業実績概要

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防

ぐ。

四日市市

2校（小山田小学校・大谷台小学校）

小山田小学校　伐採10本

大谷台小学校　伐採22本　処理5本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防い

だ。

それにより、学校敷地内の安全が確保され、児童生徒がより安心して校庭等を利用できるようになった。

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防い

だ。

既に取り入れた学校からは好評の声が上がっているため、上記の学校でも取り入れた。
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

1 小学校支障木伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 3,388,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

3,388,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

市有施設であるため

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

・地元ボランティア団体やPTAなどによる奉仕活動、NPO団体及び市費による対応

・市立小学校であるため、転用が想定されず、該当しない。

受益者

期待する波及効果

小山田小学校　350人　　大谷台小学校　1,100人

保護者等の学校利用者の安全が確保される

一般競争入札

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

施工看板に掲示 実施中 小学校関係者

HP掲載 実施前・後 小学校関係者

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

・「幹の中が朽ちているものもあり、倒れる前に切っていただいてよかった」

・「運動場の南側がすっきりした」

資料２－２

4－5



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

【小山田小学校】

支障木伐採 30≦C<60 本 2.00 3,900 7,800

60≦C<90 本 2.00 9,700 19,400

90≦C<120 本 2.00 18,500 37,000

120≦C<150 本 2.00 47,500 95,000

150≦C<180 本 2.00 105,500 211,000

薬液注入 30≦C<60 本 2.00 3,200 6,400

60≦C<90 本 2.00 4,000 8,000

90≦C<120 本 2.00 4,700 9,400

120≦C<150 本 2.00 5,400 10,800

150≦C<180 本 2.00 6,300 12,600

樹木処分 式 1.00 70,929

諸経費 共通仮設費 式 1.00 48,327

現場管理費 式 1.00 213,169

一般管理費 式 1.00 176,175

消費税 式 1.00 92,600

【大谷台小学校】

支障木伐採 30≦C<60 本 10.00 3,900 39,000

90≦C<120 本 2.00 18,500 37,000

120≦C<150 本 4.00 47,300 189,200

150≦C<180 本 2.00 105,200 210,400

支障枝処理 60≦C<90 本 1.00 6,300 6,300

120≦C<150 本 1.00 30,800 30,800

150≦C<180 本 3.00 51,600 154,800

伐根 90≦C<120 本 1.00 43,000 43,000

120≦C<150 本 3.00 77,900 233,700

樹木処分 式 1.00 134,356

諸経費 共通仮設費 式 1.00 173,000

現場管理費 式 1.00 490,115

一般管理費 式 1.00 412,329

消費税 式 1.00 215,400

3,388,000

２．暮らしに身近な森林づくり

小学校支障木伐採業務委託

４．効率性：主な経費内訳

合計
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

小山田小学校・薬液注入 小山田小学校・工事看板

写真5 写真6

大谷台小学校・着工前（剪定） 大谷台小学校・着工後（剪定）

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 小学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

小山田小学校・着工前（伐採） 小山田小学校・着工後（伐採）
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真7 写真8

写真9 写真10

写真11 写真12

大谷台小学校・着工前（伐採） 大谷台小学校・着工後（伐採）

写真5 写真12

大谷台小学校・工事看板 大谷台小学校・工事看板

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 小学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

大谷台小学校・着工前（伐採） 大谷台小学校・着工後（伐採）
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 小学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

小山田小学校・工事看板
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

【小山田小学校　学校ホームページより】

【大谷台小学校　学校ホームページより】

継続

事業名 小学校支障木伐採業務委託

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 中学校支障木伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

4,151,400

1．事業の目的

　四日市市立各中学校において、支障木や危険木の伐採等を行うことにより、台風や強風に起因する倒木や枝折

れによる被害を未然に防ぎ、学校関係者の安全を確保する。

事　業　費 4,151,400 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防

ぐ。

四日市市

2校（塩浜中学校・三重平中学校）

塩浜中　　伐採42本

三重平中　伐採29本　処理1本

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防い

だ。

それにより、学校敷地内の安全が確保され、児童生徒がより安心して校庭等を利用できるようになった。

教頭だけでなく、用務員等その学校に長年勤務する職員と帯同して学校敷地内を点検することによって、支障

木や潜在的に危険のある樹木を発見しやすくしている。

長年手つかずのまま大きくなりすぎた支障木・危険木の伐採等を行い、倒木や折れ枝等の被害を予防的に防い

だ。

既に取り入れた学校からは好評の声が上がっているため、上記の学校でも取り入れた。
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

2 中学校支障木伐採業務委託

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

その他

4,151,400
事　業　費 4,151,400 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

一般競争入札

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 塩浜中学校　200人　　三重平中学校　500人

期待する波及効果 保護者等の学校利用者の安全が確保される

市有施設であるため

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

・地元ボランティア団体やPTAなどによる奉仕活動、NPO団体及び市費による対応

・市立中学校であるため、転用が想定されず、該当しない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

施工看板に掲示 実施中 中学校関係者

HP掲載 実施前・後 中学校関係者

・「倒木や枯葉掃除等の心配が大きく減った」

・「作業によって敷地内がすっきりした感じになり、より明るくなった」

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

【塩浜中学校】

支障木伐採 30≦C<60 本 10.00 3,900 39,000

60≦C<90 本 16.00 9,800 156,800

90≦C<120 本 11.00 18,500 203,500

120≦C<150 本 5.00 37,700 188,500

薬液注入 キョウチクトウ 本 1.00 900 900

30≦C<60 本 7.00 3,200 22,400

60≦C<90 本 11.00 4,100 45,100

90≦C<120 本 6.00 4,700 28,200

120≦C<150 本 1.00 5,500 5,500

伐根 本 2.00 45,100 90,200

樹木処分 式 1.00 157,509 157,509

諸経費 共通仮設費 式 1.00 109,783

現場管理費 式 1.00 451,236

一般管理費 式 1.00 349,372

消費税 式 1.00 184,800

【三重平中学校】

支障木伐採 30≦C<60 本 5.00 3,900 19,500

60≦C<90 本 16.00 9,700 155,200

90≦C<120 本 3.00 18,400 55,200

120≦C<150 本 3.00 43,700 131,100

150≦C＜180 本 1.00 93,700 93,700

210≦C＜240 本 1.00 262,500 262,500

薬液注入 30≦C<60 本 1.00 3,200 3,200

60≦C<90 本 1.00 4,000 4,000

120≦C<150 本 1.00 5,400 5,400

150≦C＜180 本 1.00 6,200 6,200

210≦C＜240 本 1.00 7,500 7,500

支障枝処理 式 1.00 60,000

樹木処分 式 1.00 119,639

諸経費 共通仮設費 式 1.00 116,250

現場管理費 式 1.00 517,221

一般管理費 式 1.00 369,390

消費税 式 1.00 192,600

4,151,400

２．暮らしに身近な森林づくり

中学校支障木伐採業務委託

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

塩浜中学校・薬液注入 塩浜中学校・工事看板

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

塩浜中学校・着工前（伐採） 塩浜中学校・着工後（伐採）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真7 写真8

写真9 写真10

写真11 写真12

三重平中学校・着工前（伐採） 三重平中学校・着工後（伐採）

写真5 写真6

三重平中学校・薬液注入 三重平中学校・工事看板

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

三重平中学校・着工前（伐採） 三重平中学校・着工後（伐採）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真7 写真8

写真9 写真10

写真11 写真12

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（１）．写真

写真2

三重平中学校・工事看板

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

【塩浜中学校　学校ホームページより】

【三重平中学校　学校ホームページより】

継続

事業名 中学校支障木伐採業務委託

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 都市公園危険木処理事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

泊山霊園緑地、三重城山緑地等おいて、危険木の伐採をおこなうことで、台風に起因する倒木や枝折れを未然に

防ぎ、利用者の安全を確保する。

事　業　費 4,394,500 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

4,394,500

1．事業の目的

利用者が多い箇所に近接する枯木を優先的に伐採する。

2．事業実績概要

泊山霊園緑地、三重城山緑地等における樹木等の伐採作業等について、業者に委託する。

四日市市

泊山霊園緑地、三重城山緑地、美里ケ丘１号緑地、市管理緑地、納屋防災緑地

危険木伐採　7本ほか一式、支障枝処理　58本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

利用者及び通行者の安全性が確保され、利用者が安心して公園を利用することができる。

枯れそうな樹木を早期に発見し、倒木による事故を未然に防ぐよう努める。

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

3 都市公園危険木処理事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 4,394,500 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

4,394,500

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

公共施設である公園等の利用者の安全を確保する必要があるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

特になし。

受益者

期待する波及効果

利用者（約30万人）

今後の都市公園利用者及び周辺の住居等の安全が確保される

園路脇等の伐採作業は高度の技術を要するため、現場経験豊富な地元造園業者へ委託した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 今後（秋季） みえ森と緑の県民税を活用した取組としてホームページに掲載する。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

地元自治会や公園利用者から、安全に公園を利用できるようになったという声が寄せられた。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

三重城山緑地①

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
本 1 130,000 130,000
式 1 45,000 45,000
式 1 17,500

192,500

美里ケ丘１号緑地

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
本 1 25,000 25,000
式 1 15,000 15,000
式 1 4,000

44,000

泊山霊園緑地

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
本 4 35,000 140,000
式 1 10,000 10,000
式 1 15,000

165,000

市管理緑地

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
式 1 350,000 350,000
式 1 100,000 100,000
式 1 45,000

495,000

三重城山緑地②

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
本 1 28,000 28,000
式 1 35,000 35,000
式 1 6,300

69,300

納屋防災緑地

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考
本 1 1,726 1,726
本 4 3,318 13,272
本 11 6,360 69,960
本 19 16,584 315,096
本 16 30,838 493,408
本 5 51,603 258,015
本 2 76,458 152,916
式 1 253,676 253,676
式 1 1,558,931 1,558,931
式 1 311,700

3,428,700

２．暮らしに身近な森林づくり

都市公園危険木処理事業

４．効率性：主な経費内訳

危険木伐採（90≦C＜120、準備工含む）
機械経費・諸経費

諸経費

消費税
事業費

危険木伐採（60≦C＜90、運搬・処分含む）
諸経費
消費税

事業費

危険木伐採
諸経費
消費税

事業費

危険木伐採

消費税
事業費

支障木処理（30≦C＜60）
支障木処理（60≦C＜90)
支障木処理（90≦C＜120）

事業費

危険木伐採（運搬・処分含む）
機械経費・諸経費
消費税

事業費

支障木処理（C＜30）

支障木処理（120≦C＜150)

支障木処理（180≦C）
支障木処理（150≦C＜180）

運搬・処分費
諸経費
消費税

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 都市公園危険木処理事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

写真6

市管理緑地　伐採前 市管理緑地　伐採後

写真2

三重城山緑地①　伐採前 三重城山緑地①　伐採後

泊山霊園緑地　伐採前 泊山霊園緑地　伐採後

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

事業名 都市公園危険木処理事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

三重城山緑地②　伐採後

納屋防災緑地　処理前 納屋防災緑地　処理後

写真5 写真6

三重城山緑地②　伐採前

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

・市民への事業のPR

・申請者が３団体から４団体に増加した。

市民センターに周知を図る。

2．事業実績概要

市内の地域団体が自主的に里山や竹林を整備する取組みに対して、事業費の一部を支援する。

自治会等の地域団体

4箇所

＜中村町自主防災クリーン隊＞事業費：296,636円　うち補助金：222,000円

＜山一里地・里山クラブ＞　　事業費：680,307円　うち補助金：500,000円

＜四日市メリノール学院＞　　事業費：605,244円　うち補助金：453,000円

＜桜自然塾＞　　　　　　　　事業費：41,466円　  うち補助金：31,000円

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

荒廃した里山や竹林が再生され、憩いの場や安全性が確保されるとともに、生物多様性の保存に資することが

期待できる。

市内の里山保全活動団体等が地域住民の憩いの場としての利用や安全性の確保を目的として、自主的に里山や竹

林を整備する取組みを支援して、持続的な活動に資することを目的とする。

事　業　費 1,623,653 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,206,000 417,653

1．事業の目的

4 里山・竹林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 1,623,653 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,206,000 417,653

4 里山・竹林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

・「スッキリしてきれいになった。」

・「町内の景観が良くなった。」

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 今後（今秋） みえ森と緑の県民税を活用した取組として、ホームページに掲載する。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 自治会等 3/4以内 500,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

荒廃した里山や竹林を再生させることで市民生活の安全性や生物多様性を確保することができる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

当該地の転用規制等は困難であるが、適正利用について確認済みである。

受益者

期待する波及効果

中村町：約442名　平尾町：約626名　山之一色町：約551名

桜町西：約648名

倒竹除去により下草刈りが可能、道路の見通しがよくなる等

公募による実施

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２

4－24



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

事業費補助(自主防災クリーン隊) 件 1.00 296,636 交付額（222,000）

事業費補助(山一里地・里山クラブ) 件 1.00 680,307 交付額（500,000)

事業費補助(メリノール学院) 件 1.00 605,244 交付額（453,000)

件 1.00 41,466 交付額（31,000)

1,623,653

２．暮らしに身近な森林づくり

里山・竹林環境保全支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

事業費補助（桜自然塾）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

中村町自主防災クリーン隊

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

中村町自主防災クリーン隊活動前 中村町自主防災クリーン隊活動後

メリノール学院　活動前 メリノール学院　活動後

写真3 写真4

事業名 里山・竹林環境保全支援事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

資料２－２

4－26



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

5 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

市内において、台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採

し、ライフラインの維持及び住民の生命や財産を守ることを目的にする。

事　業　費 9,798,800 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,449,700 7,349,100

1．事業の目的

ライフライン事業者、県と協議し効果の高い事前伐採地域を検討した。

2．事業実績概要

台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採する。

四日市市

１箇所

樹木伐採１2２本　樹木枝払２本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

ライフラインが寸断される恐れのある樹木を除去することで近隣住民の安全性が確保された。

電力会社、県と共に伐採する地域、樹木の検討を早期から行った。

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

5 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 9,798,800 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,449,700 7,349,100

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

ライフラインが寸断される恐れのある樹木を除去することで市民の安全性を確保することができる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

当該地の転用規制等は困難であるが、適正利用について確認済みである。

受益者

期待する波及効果

智積町：約1,907名　　　川島町北部：約1,247名

市民の安全性確保

一般競争入札

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 今後(今秋） みえ森と緑の県民税を活用した事業であることの周知を図る。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

・「全体的にスッキリした。」

・「電線に接触していた樹木が除去されたため、火災の心配がなくなった。」

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

樹木伐採 本 124.00 下記参照 4,049,020

運搬 m3 116.00 3,920 454,720

処分 t 46.00 13,000 598,000

諸経費 4,697,060

9,798,800

作 業 内 容 名 称 単位 数量 単価 金額 備 考
枝払 本 2.00 25,800 51,600
幹周20㎝以上30㎝未満 本 10.00 2,077 20,770
幹周30㎝以上60㎝未満 本 51.00 11,360 579,360
幹周60㎝以上90㎝未満 本 32.00 24,270 776,640
幹周90㎝以上120㎝未満 本 14.00 42,530 595,420
幹周120㎝以上150㎝未満 本 10.00 108,800 1,088,000
幹周150㎝以上200㎝未満 本 5.00 187,600 938,000

計 4,049,790

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

樹木伐採

事業費

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 四日市市 継続

写真5 写真6

写真2

伐採前 伐採後

伐採前 伐採後

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

来館者にとって魅力ある空間となるよう、三重県材を活用したエリアをさらに拡充した。

　施設利用者に対し、三重県材を活用した家具を導入したフリースペースの利用を呼びかける中で、令和３年

度以前に導入した木製設備・家具等が整備されている旨も積極的に周知していく。また、パンフレットスタン

ドを活用し事業チラシ・環境分野の市民活動団体の資料を配架するなど森林や木材について学べる場所として

も展開していく。

2．事業実績概要

　令和元年度に三重県材を用いた机及び椅子を導入、令和２年度に木質床パネル設置、令和３年度に木質ルー

バーパネルを設置した市民活動センター「なやプラザ」内のフリースペースおよび共有エリアに県材木製家具

を新たに導入する。

四日市市

１箇所

県産材ソファー：３台、県産材サイドテーブル：２台、県産材書類棚：１台

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　三重県材を活用した家具を配置することにより、施設利用者に、森林や木材について学び、ふれあう機会を

提供し、森林の役割や木材利用の意義について考えるきっかけとなることが期待される。

　市民活動の拠点である市民活動センター「なやプラザ」において、施設の利用促進を目的として、来館者に

とってさらに魅力のある空間とするために三重県材を活用した木製家具を導入することで、施設利用者に対し、

森林や木材について学び、ふれあう機会を提供し、森林に対する県民の意識向上に繋げる。

事　業　費 929,500 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

929,500

1．事業の目的

6 市民活動センター運営事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

資料２－２

4－31



令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 929,500 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

929,500

6 市民活動センター運営事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

 木の温もりを感じると好評である。

広報誌掲載 実施後
施設の広報紙に「みえ森と緑の県民税」を活用し、木製家具を導入したこ

とを掲載するなどして周知を図る。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示 実施後 交付金事業による導入品であることを示すシールを木製家具に貼付する

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 その他
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

本市が管理する公的施設の施設整備の一環として実施する事業であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

当該施設は指定管理による運営となっているため、当該事業において導入した木製家具は、指定管理者により

長期にわたり利用できるよう適正に管理を行う。

受益者

期待する波及効果

施設利用者（R4年度：36,656人/年間）

施設利用者からの口コミによる波及効果も期待できる

　本市の過去の交付金事業において入札のあった事業者など、県産材を活用した事業について対応可能な事業者

から、見積合せにより選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

なやプラザ 県産材ソファー 台 3.00 159,500 478,500

なやプラザ 県産材サイドテーブル 台 2.00 110,000 220,000

なやプラザ 県産材書類棚 第 1.00 231,000 231,000

929,500

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

市民活動センター運営事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

交付金事業シール（ソファー） 交付金事業シール（書類棚）

写真2

導入した木製家具（フリースペース全景） 県産材ソファー

県産材サイドテーブル 県産材書類棚

写真3 写真4

事業名 市民活動センター運営事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・なやプラザ広報紙での紹介記事

継続

事業名 市民活動センター運営事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 四日市市

資料２－２

4－35



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

図書室に三重県材を使用した机や椅子を導入することで、実際に木のあたたかさに触れることができるように

なり、森や木に対する関心を高めていく。

学校ホームページや学校だより等で紹介することにより、保護者や地域住民等への情報発信を行う。

2．事業実績概要

　市内２校の小学校の図書室に三重県材を用いた机及び椅子を導入する。

木工製造業者（補助事業ではない）

三重北小学校　大谷台小学校　　計　２校

三重北小学校　図書室　机　10台　椅子　40脚　大谷台小学校　図書室　机　12台　椅子　48脚

計　机　22台　椅子　88脚

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

三重県材を活用した備品を配置することにより、児童が森林や木材について学び、ふれあう機会を提供し、森

や木への理解を深めることが期待できる。

　市内小学校に、三重県材を用いた図書室の机と椅子を導入することにより、児童が木にふれあい、森林や木材

について学ぶことのできる場を提供する。

事　業　費 7,032,520 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

7,032,520

1．事業の目的

7 一般備品整備事業（小学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 7,032,520 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

7,032,520

7 一般備品整備事業（小学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 木工製造業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

公立小学校へ導入のため

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示したプレートを取り付けており、公有財産として適正に管

理を行う。

受益者

期待する波及効果

三重北小学校全児童数：約160人、大谷台小学校全児童数：約520人

三重県材を活用した備品を配置することにより、児童が森林や木材について

学び、ふれあう機会を提供し、森や木への理解を深めることが期待できる。

購入先の決定は、指名競争入札による。

三重県産木材におけるひのき材の備品選定理由について

三重県産木材で、公共施設における机、椅子等の備品に用いられるものとしては、ひのきと杉が代表的なものと

なっている。

ひのきと杉の特性を考察した場合、

1. ひのきは、杉と比較して、強度が高く、耐久性に優れている。一方、杉は傷がつきやすく、反りやすく、われ

やすい面がある。

2. ひのきは木目がきれいであり、色は白か淡いピンクの為、色味を合わせやすい。一方、杉は木目が粗く、色味

が白・赤・黒等ばらつきがある。

3. 杉の場合は、傷のつきやすさや色味のばらつき等の欠点をクリアするためには、材料の選木や強度を出すため

の前処理等、家具の組立前にかかる工程が多いなど、コスト増につながる。

以上のことから、ひのき製品を採用した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 7,032,520 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

7,032,520

7 一般備品整備事業（小学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

児童からも「木のいい香りがする」「触り心地がいい」「木目や色が明るくきれい」といった感想が聞かれ、

木のぬくもりを感じながら落ち着いた雰囲気での読書、学習環境の向上につながっている。

また、児童だけでなく職員やＰＴＡ、地域の方が参加するコミュニティースクール等の会議でも活用され、児

童同様に大変好評である。

HP掲載 実施後 実施後に学校ホームページで紹介する。

学校だより等掲 実施後 実施後に学校だよりで紹介する。

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施前

机、椅子作成時にみえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示した

プレートを取り付け、児童の関心を深めるきっかけとする。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

三重北小学校 図書机 台 10.00 141,000 1,410,000 県産材使用

椅子 脚 40.00 37,400 1,496,000 県産材使用

大谷台小学校 図書机 台 12.00 141,000 1,692,000 県産材使用

椅子 脚 48.00 37,400 1,795,200 県産材使用

6,393,200

639,320 10%

7,032,520

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

一般備品整備事業（小学校）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

図書室　机、椅子 図書室　机、椅子

表示プレート

写真3 写真4

事業名 一般備品整備事業（小学校）

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 新規

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

三重北小学校　ホームページ掲載資料（令和５年３月３１日付）

大谷台小学校　ホームページ掲載資料（令和５年３月２７日付）

新規

事業名 一般備品整備事業（小学校）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

8 一般備品整備事業（中学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

4,142,380 5,127,650

1．事業の目的

　市内中学校に、三重県材を用いた図書室の机と椅子、技術室に机を導入することにより、生徒が木にふれあ

い、森林や木材について学ぶことのできる場を提供する。

事　業　費 9,270,030 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

　市内２校の中学校の図書室に三重県材を用いた机及び椅子、市内１校の中学校の技術室に三重県材を用いた

机を導入する。

木工製造業者（補助事業ではない）

図書室　机　椅子　西陵中学校　朝明中学校　　計２校

技術室　机　　　　桜中学校　　　　　　　　　計１校

西陵中学校　図書室　机　9台　椅子　45脚　朝明中学校　図書室　机　12台　椅子　48脚

　　　　　　計　机　21台　椅子　93脚

桜中学校　　技術室　生徒用机　９台　教師用机　１台

三重県材を活用した備品を配置することにより、生徒が森林や木材について学び、ふれあう機会を提供し、森

や木への理解を深めることが期待できる。

学校ホームページや学校だより等で紹介することにより、保護者や地域住民等への情報発信を行う。

図書室や技術室に三重県材を使用した机や椅子を導入することで、実際に木のあたたかさに触れることができ

るようになり、森や木に対する関心を高めていく。

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

8 一般備品整備事業（中学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

その他

4,142,380 5,127,650
事　業　費 9,270,030 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

購入先の決定は、指名競争入札による。

三重県産木材におけるひのき材の備品選定理由について

三重県産木材で、公共施設における机、椅子等の備品に用いられるものとしては、ひのきと杉が代表的なものと

なっている。

ひのきと杉の特性を考察した場合、

1. ひのきは、杉と比較して、強度が高く、耐久性に優れている。一方、杉は傷がつきやすく、反りやすく、われ

やすい面がある。

2. ひのきは木目がきれいであり、色は白か淡いピンクの為、色味を合わせやすい。一方、杉は木目が粗く、色味

が白・赤・黒等ばらつきがある。

3. 杉の場合は、傷のつきやすさや色味のばらつき等の欠点をクリアするためには、材料の選木や強度を出すため

の前処理等、家具の組立前にかかる工程が多いなど、コスト増につながる。

以上のことから、ひのき製品を採用した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

物品購入 木工製造業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者
西陵中学校全生徒数：約180人、朝明中学校全生徒数：約530人、

桜中学校全生徒数　：約320人

期待する波及効果
三重県材を活用した備品を配置することにより、生徒が森林や木材について

学び、ふれあう機会を提供し、森や木への理解を深めることが期待できる。

公立中学校へ導入のため

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示したプレートを取り付けており、公有財産として適正に管

理を行う。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

8 一般備品整備事業（中学校）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 四日市市

番 号 事　　業　　名

その他

4,142,380 5,127,650
事　業　費 9,270,030 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施前

机、椅子作成時にみえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示した

プレートを取り付け、生徒の関心を深めるきっかけとする。

HP掲載 実施後 実施後に学校ホームページで紹介する。

学校だより等掲 実施後 実施後に学校だよりで紹介する。

生徒からも「木のいい香りがする」「触り心地がいい」「木目や色が明るくきれい」といった感想が聞かれ、

木のぬくもりを感じながら落ち着いた雰囲気での読書、学習環境の向上につながっている。

また、生徒だけでなく職員やＰＴＡ、地域の方が参加するコミュニティースクール等の会議でも活用され、生

徒同様に大変好評である。

技術机については、木材の良さが存分に生かされた設計になっており、木目を見ながら木表、木裏、木口と

いった木材の構造もわかり、学習教材としても活用されている。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 四日市市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

西陵中学校 図書机 台 9.00 141,000 1,269,000 県産材使用

椅子 脚 45.00 37,400 1,683,000 県産材使用

朝明中学校 図書机 台 12.00 141,000 1,692,000 県産材使用

椅子 脚 48.00 37,400 1,795,200 県産材使用

桜中学校 技術机（生徒用） 台 9.00 183,300 1,649,700 県産材使用

技術机（教師用） 台 1.00 338,400 338,400 県産材使用

8,427,300

842,730 10%

9,270,030

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

一般備品整備事業（中学校）

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市 新規

事業名 一般備品整備事業（中学校）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

図書室　机、椅子 図書室　机、椅子

技術室　技術机 技術室　技術机

写真5 写真6

表示プレート

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

西陵中学校　ホームページ掲載資料（令和５年４月１４日付）

朝明中学校　ホームページ掲載資料（令和５年３月２３日付）

新規

事業名 一般備品整備事業（中学校）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

桜中学校　ホームページ掲載資料（令和５年３月２８日付）

新規

事業名 一般備品整備事業（中学校）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 四日市市

資料２－２
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桑名市 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報 （「三重県市町要覧（令和４年度版）」「令和３年度森林・林業統計書」より）

桑名市 三重県

136,865 1,744,795

12.5% 11.7%

2,960.03 372,030.12

2,871.36 348,559.79

22.0% 64.0%

9.2 10.6

２．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 5 534,000 534,000 534,000

2 15,350,000 15,350,000 15,350,000

0

0

0

0

15,884,000 15,884,000 0 0 0 0 534,000 15,350,000

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

里山の整備に関わり、また整備された里山に触れることにより得られる癒しの効果を通して、人々の暮らしと森林環境との関わりに対する理解

が深まった。

情報発信への取組

現場での看板設置や、ポスター配置・チラシ・ホームページでの活動紹介など、事業活用の現場であることを重点的にアピールし情報共有を推

進した。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

本市は木曽三川の河口部に位置し、森林率は約22％と県平均と比較すると低い値となっている。近年は地域の森林への関心度が低下し、十分な

手入れが行き届かず、林業活動が殆ど実施されていないため、荒廃した里山や竹林が増加傾向にある。このため本市では、みえ森と緑の県民税

を活用し、市民団体と連携して身近な里山を整備する活動を通じて「県民全体で森林を支える社会づくり」の推進に取り組む。

事業実施により期待される効果

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

播磨２号緑地里山整備事業

みえ森と緑の県民税市町交

付金基金積立事業

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

民有林面積(ha)＊２

令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

0%

0%

0%0%

100%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

18,952

10

合計 18,952

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2 ⑰ 基金積立（森林整備等） 3,079 3,079

3

1 ⑯ その他（木材・普及啓発関係） 15,873 15,873

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

県民税利用の広報強化のため、ＨＰへの掲載やのぼりの設置、イベント時の県民税ＰＲといった周知に努め

た。

・市内の小学校やボランティア団体による森林環境教育

・里山散策路の開放

2．事業実績概要

枯木・危険木の撤去、樹木の間伐、樹木剪定、剪定枝等をチップ化した木チップを利用した散策路の整備、湧

水(水路)の整備

桑名市

１箇所（播磨２号緑地内）

0.46ha

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

・樹木の整理や沢の整備による土砂流出の防止

・危険な樹木を撤去し、公園利用者の安全確保や近隣住民の生活環境の保護

・緑の自然と身近にふれあう場、自然学習の場、地域活性の場、健康づくりの場としての利活用

荒廃した山を里山として山道などを整備し、緑の自然と身近にふれあう場を提供し、自然学習の場、地域活性の

場、健康づくりの場として利活用する。

事　業　費 534,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

534,000 0 0

1．事業の目的

1 播磨２号緑地里山整備事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 桑名市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和４年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 534,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

534,000 0 0

1 播磨２号緑地里山整備事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 桑名市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

のぼり設置 実施中 播磨２号緑地の建屋前にのぼりを設置。

HP掲載 実施前・中・後 ホタルとなかまの会ホームページに県民税を活用した事業である旨を記載

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

標識・標柱等設 実施前・中・後 播磨2号緑地建屋・ゲート前に県民税を活用した事業である旨の看板を設置

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

市が管理する緑地であり、公益性があるため、

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

市が管理する緑地であり、該当しない。

受益者

期待する波及効果

幼児、小学生等緑地利用者

地域の自然を大切にするという気持ちが芽生えること

委託先である「ホタルとなかまの会」は、現地でゲンジボタルの保護活動を行っている団体であり、市と播磨2

号緑地の利活用に関する協定を締結しているため。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 桑名市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

人件費 時間 643.5 534,000 　

　 　 　 　 　

534,000

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

播磨２号緑地里山整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

里山散策路開放（10月） 実施中ののぼり設置

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

木の伐採、除草(実施前、５月） 木の伐採、除草(実施後、５月）

木の伐採、除草(実施前、10月） 木の伐採、除草(実施後、10月）

写真3 写真4

事業名 播磨２号緑地里山整備事業

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 桑名市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

ホタルとなかまの会（ホームページより）

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 播磨２号緑地里山整備事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 桑名市

資料２－２
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鈴鹿市 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

鈴鹿市 三重県

195,789 1,782,190

12.9% 12.4%

3,584.17 372,352.55

3,408.37 348,833.49

18.0% 64.0%

9.8 10.1

２．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 994,400 994,400 994,400

2 2 1,771,000 442,750 442,750

3 3 100,000 100,000 100,000

4 3 734,250 734,250 734,250

5 3 980,000 980,000 980,000

6 5 235,741 150,000 150,000

7 5 2,680,000 2,680,000 2,680,000

8 5 1,320,000 1,320,000 1,320,000

9 12,617,600 12,617,600 12,617,600

21,432,991 20,019,000 0 1,437,150 1,814,250 0 4,150,000 12,617,600

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

20本 1,771,000 442,750

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

　子どもを中心とした市民を対象に，森林について学ぶ場や緑や木にふれあう機会を提供することにより，森や緑の大切さや森林環境への理解

を深めることができ，森林づくりに積極的に関わる人材の増加が期待できる。地域にある身近な緑や里山を大切にすることは，自然環境とふれ

あう場の確保に繋がり，自然と共生する意識がうまれる。

　また，人家周辺の森林や樹木を適切に管理することで，市民の暮らしの安心・安全を確保することができる。

情報発信への取組

　市広報にて本市におけるみえ森と緑の県民税の活用状況について周知を図った。

　また，事業実施の際は，県民税のぼりやロゴマークを掲出するなどして，みえ森と緑の県民税活用事業であることの周知に努め，啓発物品を

配布することでみえ森と緑の県民税制度の理解を深めてもらえるよう取り組んだ。

　県民税の県内での活用事例紹介や森林のもつ多様性についての展示を市民ギャラリーにて実施し，来庁者への情報発信を行った。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業
台風などの倒木被害により，ライフラインを寸断す

る恐れのある樹木を事前に伐採

　本市は，東に伊勢湾，西に鈴鹿山脈があり，市の中央には鈴鹿川が流れる，豊かな自然環境の下で発展してきた都市です。この恵まれた自然

環境は，市民生活や経済活動に多大な恩恵をもたらしており，美しい風景や豊かな生態系は，本市にとって貴重な財産であるともいえます。

　このことを踏まえ，みえ森と緑の県民税市町交付金を活用し，市民に親しまれている海岸林の保全や，利用頻度の高い公共施設等への県産材

利用を通じ，多くの市民が森林の恩恵を享受することができ，森や緑の大切さを学ぶ機会を設け，県民全体で森林を支える社会づくりを推進す

る事業を進めていきます。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

　　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

民有林面積(ha)＊２

みえ森と緑基金積立事業

災害からライフラインを守る事前伐採
事業

緑に親しむ記念樹贈呈事業

暮らしを守る森林保全事業

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

森と緑の生涯学習事業

森林環境教育支援事業

深谷公園里山保全事業

ふるさとの木（名木古木）保存活用事
業補助事業

緑と人を育む長太の大楠再生プロジェ
クト

0%

19%

25%

0%
56%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和４年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

事業カテゴリーの項目

合計 26,536 26,536

8 ⑲ 基金積立（木材利用等） 13,890 13,890

6 ⑦ その他（森林整備） 2,746 2,746

7 ⑯ その他（木材・普及啓発関係） 395 395

4 ⑥ 林道・林専道の整備等 952 952

5 ⑬ 木造公共建築物の整備等 4,466 4,466

2 ③ 私有林整備 3,206 3,206

3 ⑦ その他（森林整備） 638 638

1 ⑫ その他（人材育成等） 243 243

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

　樹木医から定期的に助言をいただき，樹幹注入の必要な松の検討，松枯れの原因の究明等を行い，効果的に

海岸林の維持保全を行った。

1．事業の目的

　定期的に被害状況を確認し，必要に応じて特別伐倒駆除を行った。また，効果的に病害虫による被害を軽減

するため，計画的に樹幹注入を行った。

2．事業実績概要

人家周辺で松くい虫の被害を受けている松を伐倒・駆除し，周辺の松に対して薬剤の樹幹注入を実施した。

また，抵抗性のある黒松を植樹し，松林の維持保全に努めた。

鈴鹿市

1箇所（東磯山緑地（市有地））

特別伐採駆除：7本，樹幹注入：アンプル101本（対象木18本），支障木伐採：4本（支障枝剪定5本），植

栽：13本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

　人家周辺における病害虫被害木の伐採・駆除，さらに樹幹注入を実施することで，台風時の倒木や枝の飛散

等での住居や人身への被害防止や病害虫被害の拡大阻止につなげ，通行や暮らしの安全を確保し，松林が本来

有する機能を維持保全することができた。

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

1 暮らしを守る森林保全事業

　本市東部には伊勢湾に面する長い海岸があり，その周辺に植生する松林が防潮・防風・飛砂防止・津波軽減な

どの働きにより周辺住民の暮らしを守っている。しかし，病害虫被害で枯松化が拡大し，台風時の倒木や枝の飛

散等での住居や人身への被害が懸念されている。

　このような状況を改善するため，人家周辺における病害虫被害木を積極的に伐採・駆除することで海岸林の維

持保全を行い，通行の安全や住民の暮らしの安全を確保する。

事　業　費 994,400 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

994,400
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

1 暮らしを守る森林保全事業

事　業　費 994,400 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

994,400

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

周辺住民から感謝されるとともに，今後も継続して適正な維持管理をしていくよう依頼を受けた。

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　事業地は市有地であることから，公的関与が必須である。また，事業地周辺は，松くい虫による病害虫被害

により，台風時に倒木や枝の飛散等での住居や人身への被害が懸念され，本事業によって周辺住民に対し安

心・安全な住環境を寄与できることから，公的関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　市有地のため、転用等が想定されず、該当しない。

受益者

期待する波及効果

東磯山緑地付近の住民（約500世帯，約1,000人）

広報やHP,事業看板等により本事業を知った住民に県民税の理解が深まる

病害虫被害木の伐採、樹幹注入には専門的な知識・技術が必要なことから、造園業者を選定。

随意契約（２者見積）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

のぼり設置 実施中
工事期間中は施工箇所にみえ森と緑の県民税ののぼりを設置することで，

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることをPRした。
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

樹幹注入
アンプル（ショット

ワン・ツー）
本 101.00 2,962.38 299,200 対象木18本

支障木伐採
伐採，搬出，運搬，処

分含む
本 4.00 41,250.00 165,000 支障枝剪定5本

枯れ松伐倒 伐倒，搬出，運搬含む 本 7.00 42,742.86 299,200

植栽 黒松 本 13.00 17,769.23 231,000

994,400

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る森林保全事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

6－6



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

植林作業状況 植林完了

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

枯れ松伐倒前 枯れ松伐倒作業状況

枯れ松積込作業状況 薬剤樹幹注入作業状況

写真3 写真4

事業名 暮らしを守る森林保全事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別
継続

事業名 暮らしを守る森林保全事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

台風などの倒木被害により，電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採することでライ

フラインを保全する。

事　業　費 1,771,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

442,750 1,328,250

1．事業の目的

市・県・ライフライン事業者の三者で，相互の連携による事業の円滑な実施を目的とした協定を締結し，この

協定に基づき，三者が構成員となった協議会を設置し，市が作成する事業計画についての協議や他事業との調

整等を行い，事業を進める。

2．事業実績概要

過去に台風等が原因の倒木により停電被害があった箇所にある危険木について，地権者の了解の下，事前に伐

採し，倒木による停電被害を予防する。

鈴鹿市，三重県，ライフライン事業者（中部電力パワーグリッド株式会社）

１か所（上田町）

危険木20本の伐採

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

台風等による倒木により停電を起こす可能性がある危険木を事前に伐採することにより，停電被害を未然に防

ぐことができる。

工事施工中に県民税を活用した事業である旨を記した工事看板を設置し，また，周辺住民に対して回覧板を回

覧し，県民税を活用した事業であることを周知するとともに，森林の適正管理等についての意識熟成を図る。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 1,771,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

442,750 1,328,250

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 その他
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

台風等の影響により電線等のライフラインを寸断する恐れのある樹木を事前に伐採する事業は，非常に公益性

が高く，公的関与が妥当である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等ではなく，転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

独立行政法人国立病院機構鈴鹿病院，鈴鹿市立白鳥中学校ほか約1,160戸

広報やHP等を見た市民が本事業の内容を知ることで，県民税の理解を深める。

ライフライン沿いの伐採作業であり、伐採に高度な技術が必要かつ実施箇所に精通している必要があることか

ら、鈴鹿市に入札参加資格登録している土木一式の届出がある近隣業者を選定。

指名競争入札により選定。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

回覧板・掲示板 実施前
施工箇所の周辺住民に対して，工事に関するお知らせを回覧する際に，み

え森と緑の県民税を活用した事業であることを告知した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

周辺住民からは，「この地域の住民がよく利用する道でもあり，通学路にもなっている道だったので，背の高

い危険木が無くなって，安心した。全国的にも台風や集中豪雨による災害が近年頻発しているので，この地域

に限らず，今後も継続的に事業を実施してほしい。」との意見がありました。

のぼり設置 実施中
工事期間中は施工箇所にみえ森と緑の県民税ののぼりを設置することで，

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることをPRした。

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

直接工事費 伐採・運搬 本 7.0 9,093 63,651
幹周30cm以上60cm未満

（竹5本含む）

本 6.0 20,110 120,660 幹周60cm以上90cm未満

本 7.0 35,930 251,510 幹周90cm以上120cm未満

本 4.0 53,910 215,640 幹周120cm以上150cm未満

本 1.0 75,040 75,040 幹周150cm以上180cm未満

交通誘導警備員 人 6.0 15,500 93,000 A

人 6.0 13,200 79,200 B

処分 kg 16900.0 15 253,500

共通仮設費 式 1.0 120,000 120,000

現場管理費 式 1.0 493,000 493,000

一般管理費等 式 1.0 381,799 381,799

2,147,000 工事価格

214,700 10%

2,361,700 設計金額（予定価格）

1,771,000 落札率　約75.01％

消費税及び地方税相当額

合計

契約金額

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

小計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

工事中(のぼり掲示)

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

伐採前① 伐採後①

伐採前② 伐採後②

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

周辺地域への回覧用紙 広報すずか（ミニ特集）記事

継続

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

活動団体が実施内容をSNSで広く情報発信することで、参加者のみならず、多くの市民等に県民税の活用を周

知し森林環境意識の向上へつながった。

HPに掲載し、広く周知を行った。また、森林環境の保全と共生する文化の創造に寄与する活動を実施する団

体には、個別に補助金の趣旨を説明し、県民税の理解を深めてもらった。

2．事業実績概要

鈴鹿市補助金等交付規則及び鈴鹿市緑の未来づくり事業補助金交付要領に基づき補助金を１団体に交付した。

実施主体は、補助金を利用して、森林を市民で守り育てる意識の醸成に寄与する活動（県産材を使った子ども

向けの木工工作教室等）を開催した。

住民団体

市内4箇所（鈴鹿ハンター、さんぽ道、市社会福祉センター、市立図書館）

木工教室２回、植樹・植栽２回（総参加者：約30名）

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

住民団体等が実施する活動に対し補助金を交付することで、市民・行政がそれぞれの特性を生かした取組みが

期待できる。また、住民団体による自発的な活動の支援を通じ、住民の森林環境への意識の向上が期待でき

る。

自然環境の保全、森林環境教育、緑化活動（森林環境教育を伴う）等を実施する住民団体に対し、その活動に要

する経費の一部を補助することにより、住民による自発的な森林づくり活動を支援する。

事　業　費 100,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

100,000

1．事業の目的

3 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 100,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

100,000

3 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

参加者からは「木工プランターを自分で作ったことによって、子どもが苗木のお世話を一生懸命頑張っていま

す。」「木のぬくもりを感じることができた。」などの感想をいただきました。

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

のぼり設置 実施中
イベント会場にみえ森と緑の県民税ののぼりを設置し，みえ森と緑の県民

を活用した事業であることを周知した。

その他 実施前・後

住民団体が運用するSNSで，みえ森と緑の県民税を活用した事業であるこ

とを掲載し，みえ森と緑の県民税のハッシュタグを付けて，広く情報発信

を行った。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

チラシ等配布 実施前 イベントチラシにみえ森と緑の県民税を活用した事業であることを記載した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 活動団体 3/4以内
1事業につき上

限10万円

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

三重県産材を利用した木工教室は、子どもが木に触れあい、木の良さを知る学びの場となり、県民税の趣旨に

沿うもので、公益性が高く、公的関与が妥当と判断した。また、公共施設周辺の植樹・植栽は、良好な景観を

形成でき、緑とのふれあいを通して、地域住民の緑に対する意識向上につながると判断した。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

該当なし

受益者

期待する波及効果

木工教室参加者、社会福祉センター・図書館利用者

木工教室に参加する保護者、植樹に参加したボランティア、SNS等の閲覧者

事前に提出される「事業実施計画書」及び「収支計画書」を審査し、補助金に定める森を育む人づくり事業（木

に触れ合う契機を創り出す活動で、森林を大切に思い、育む人づくりにつながるものをいう。）及び緑の環境づ

くり事業（植樹、植栽等、緑の空間創造につながるものをいう。）に該当する団体を選定した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

環境教育を実施

する団体への補

助

事業補助金（補助率3/4

以内）
団体 1.00 100,000 100,000

三重県産木材費，三

重県産苗木代，土・

肥料代，講師謝礼

金，消耗品費

100,000

３．森を育む人づくり

森林環境教育支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

木工プランター作り（さんぽ道マルシェ）① 記念撮影（さんぽ道マルシェ）

写真2

木工プランター作り（ハロウィンイベント）① 木工プランター作り（ハロウィンイベント）②

記念撮影（ハロウィンイベント） 寄せ植え樹種（サツキ）

写真3 写真4

事業名 森林環境教育支援事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別
継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

4 緑に親しむ記念樹贈呈事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

市内の市街地に居住する若年層の市民にとって，森林との関わりは年々希薄になってきており，森林の有する

公益的機能やその享受についても把握していないことが懸念される。「県民全体で森林を支える社会づくり」

のためにも，その第１歩として身近にある緑や木を大切に思う意識付けをする必要がある。

そこで，１番身近にある緑として記念樹を配布することで，緑や木に対する愛着心が醸成され，森林と人々の

暮らしの繋がりについても興味関心を持ってもらい，積極的に森林づくりに関わる人材の増加を図る。

事　業　費 734,250 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

734,250

1．事業の目的

配布樹種には，より愛着心が湧くように，地元鈴鹿市で生産された植木を選定した。また，県民税ロゴ入り記

念プレートを配布することで，手入れをする度に，県民税制度などについてリマインドできるように工夫し

た。

2．事業実績概要

生産者と消費者の交流を通じて，人と緑のふれあいを高めることを目的として開催されている「植木まつり」

の会場において，新築や新入学等の記念を迎えた市民に対し，全国有数の植木産地である鈴鹿市で生産された

植木を記念樹として配布し，併せて県産材で作製した県民税ロゴ入り記念プレートを配布する。また，記念樹

を配布する列の横に「森のはたらきパネル」を展示し，森林が有する公益的機能及び木材利用による緑の循環

についての啓発を行い，加えて，受付時に森林に対する考え方についてのアンケート調査を実施することで，

森林環境についての理解を深める機会を提供した。

鈴鹿市

1か所（鈴鹿フラワーパーク）

記念樹：300本，木製記念プレート300枚

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

人生の節目を記念して自らの手で植樹することで，緑や木を大切に思う気持ちが育まれ，庭木として植えるこ

とにより，受益者本人だけでなく家族全体の緑化意識の向上が期待できる。また，記念樹配布列の横に「森の

はたらきパネル」を設置することにより，木材利用による緑の循環など森林づくりへの関心を深めることが期

「森のはたらきパネル」を新たに設置し，配布前の待ち時間に森林に関する理解を深めてもらえるように工夫

した。また，配布の際に実施していたアンケートについても，森林との関わりについて，全く関係のない話で

はないことを分かってもらえる内容に修正した。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 緑に親しむ記念樹贈呈事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 734,250 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

734,250

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

　該当なし

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

直営
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

　森林との関わりが希薄な若年層に対し，森林環境に関する理解を深めるきっかけを作るには，行政の積極的な

関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

　該当なし

受益者

期待する波及効果

新生・新築など人生の節目を迎えた市民300人及びその家族（計1,200人想

定）

1万５千人以上が集まる大きなイベントで事業実施することで，「森のはたら

きパネル」設置による効果は直接の受益者数以上に及ぶ。

また，記念樹が受益者の家庭に存在し続けることで，本事業の効果は家族や

友人などに継続的に波及されることが期待できる。

情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中
配布場所にはみえ森と緑の県民税ののぼりを設置することで，みえ森と緑

の県民税を活用した事業であることをPRした。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

　別紙のとおり

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

アンケート実施 実施中
受付時の森林に関するアンケート用紙にみえ森と緑の県民税のロゴマーク

を配置し，みえ森と緑の県民税活用事業であることを強調した。

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施中・後

工事期間中は施工箇所にみえ森と緑の県民税ののぼりを設置することで，

みえ森と緑の県民税を活用した事業であることをPRした。

手段 時期

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 緑に親しむ記念樹贈呈事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 734,250 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

734,250

8．その他特記事項（受益者の反応等）

「子どもが公園の木や身の回りの植物に興味を持つようになり，樹種名など聞かれることが多くなった。（小学校入学記

念）」，「木に愛着が持てるようになり，現在趣味としてガーデニングを行っている。（結婚記念）」

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

苗木代 三色ツツジ 本 100.00 2,000 200,000 鈴鹿市産

センリョウ 本 100.00 2,000 200,000 鈴鹿市産

アセビ 本 50.00 2,000 100,000 鈴鹿市産

ジンチョウゲ 本 50.00 2,000 100,000 鈴鹿市産

プレート代 木製記念プレート 枚 150.00 450 67,500 三重県産材

667,500

66,750 10%

734,250

３．森を育む人づくり

緑に親しむ記念樹贈呈事業

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方消費税相当額

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真7 写真8

事業名 緑に親しむ記念樹贈呈事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

配布した記念樹 受付の様子

森のはたらきパネル 順番待ちの間に森のはたらきについて勉強

写真3 写真4

追跡調査

写真6写真5

写真5 写真6

啓発物品や木製記念プレートを一緒に配布 木製記念プレート

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

●実施したアンケート用紙

●広報すずか（ミニ特集）掲載記事

継続

事業名 緑に親しむ記念樹贈呈事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

●アンケート結果

継続

事業名 緑に親しむ記念樹贈呈事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

5 森と緑の生涯学習事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

小学生を中心とした子どもと保護者が，森や緑の大切さについて学び，ふれあうことにより，多くのあらゆる世

代の市民が，森林保全や持続可能な自然環境などの理解を深めることを目的とする。

事　業　費 980,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

980,000

1．事業の目的

施設の立地による特性を活かして講座内容を考えたり，基本小学生を対象としているため子供が興味を持つ工

作を組み入れるなどの工夫をした。また，子どもを通して保護者を巻き込んだ講座で参加対象の幅を広げた。

さらに，指導者として高齢者の参加を促す取り組みも行った。

2．事業実績概要

市立公民館において，地域づくり協議会等の社会教育事業を行う専門部に「森と緑の生涯学習講座」として委

託し，小学生を中心とした子どもと保護者が，夏休みなど長期休暇を利用しながら，年3回以上，間伐材を使

用した木工教室等とともに森林について考える森林環境学習を実施する。

鈴鹿市（椿，久間田，庄内，住吉，庄野，清和，若松，河曲，飯野，一ノ宮，稲生，栄，旭が丘，合川の各公

民館運営委員会など）

椿，久間田，庄内，住吉，庄野，清和，若松，河曲，飯野，一ノ宮，稲生，栄，旭が丘，合川の各公民館，

１４箇所

各公民館において年間３回以上

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

各館において，専門家の森の実情，環境，また，県産材の利活用などの講義で基本を学び，木工教室などの実

技を取り入れた森林学習を通じて，学習参加者が森や緑の大切さを学ぶことができ，実際に木に触れて興味を

持つことができた。

森や緑の大切さを体験する中で，作って楽しいだけの事業とならないように森林学習の仕方を工夫する必要が

ある。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 地域協議会等 10/10以内 70,000

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

5 森と緑の生涯学習事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 980,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

980,000

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

森林保全に関する情報，講師の案内，他市町の事業に関する情報などの提供。全県的な取り組みや方針など包

括的な理解を促すため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

該当なし

受益者

期待する波及効果

地区全域に回覧する広報や小学校へのチラシ配布により受益者を幅広く募集

したことで計966名の参加があった。

環境に対する森林保全の重要性の理解，対策としての県の取り組みへの理解

を高める。

地域づくり協議会や公民館運営委員会が，地域の生涯学習の場，地域の方の交流の拠点でもある公民館の事業

運営を行っているため。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 講座中の掲示

広報誌掲載 実施前・中・後 地域へ回覧。募集，事業報告。

チラシ等配布 実施前 地域へ回覧。地区内施設への掲示。募集時

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

アンケートの結果，森や緑は大切にすればするほどきれいになることが分かった ，これからは自然を大切にし

ようと思った，生活に密着した作品つくりは楽しい等の回答があった。

HP掲載 実施前・中・後 鈴鹿市ＨＰの発行公民館だよりの掲載

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

委託事業 報償費，材料費など 館 14.00 70,000 980,000

980,000

３．森を育む人づくり

森と緑の生涯学習事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森と緑の生涯学習事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市 継続

写真5 写真6

旭が丘公民館　フォトフレーム作り 住吉公民館　森と緑のお話

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

久間田公民館　コースター作り 庄内公民館　まな板作り

飯野公民館　廃材でおもちゃ作り 合川公民館　おもちゃ作り（飛行機）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森と緑の生涯学習事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 鈴鹿市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

市民の方が参加しやすい取り組みとして，新規エリアにおける青竹の除去作業を行った。

当地での自然環境の体験・学習を目的としたイベントを開催し，市民の方の取り組みの輪を広げていく。

2．事業実績概要

深谷公園内の新規エリアについて，良好な植生林を保全・里山を再生するため，ボランティア団体による下草

刈り，青竹の除伐等の活動を行った。また，市民の方にも，里山保全活動に参加してもらうため，当該団体に

講師を依頼し，市民参加イベントとして，里山保全活動を行った。

市及びボランティア団体

深谷公園1か所

里山整備約3,000㎡

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

当地が自然とふれあい学ぶ場として活かされ，里山林をはじめとした森林，自然環境との触れ合い，自然との

共生の大切さに対する理解が進むことが期待できる。

本市が管理している深谷公園内において市民と共に森林整備（里山整備）を実施している。今年度から新たなエ

リアの森林整備を開始し，更なる里山の再生を図るとともに，市民の自然環境保全の意識向上を促す。

事　業　費 235,741 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

150,000 0 85,741

1．事業の目的

6 深谷公園里山保全事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 235,741 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

150,000 0 85,741

6 深谷公園里山保全事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

・里山に関する基礎知識や竹林整備の方法などを学ぶことができ，良い勉強になった。

・このような自然環境について学べる機会は今後も必要だと思う。（市民参加イベント参加者の声）

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

その他 実施中
市民参加イベント実施中に司会から県民税を活用した取組であることを参

加者にアナウンスする。

広報誌掲載 実施後 市広報で事業報告を行った。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 みえ森と緑の県民税を活用した事業であることを示したのぼりを設置す

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

本市の計画・施策（豊かな自然環境の保全）の下に推進すべき事業である

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

深谷公園は市の公園であるため，基本的に管理は市で行う。

受益者

期待する波及効果

当該活動に触れた人物

市民参加のイベントの開催や，公園を訪れることにより，自然や里山環境に

興味を持つ人が増えることが期待される。

専門的な知識（森林インストラクターの資格等）を持ち合わせている事

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

消耗品 下刈鎌 個 2.00 10,000 20,000 県民税

中吊唐鍬 個 2.00 7,500 15,000 県民税

砥石 個 2.00 1,000 2,000 県民税

布製鎌カバー 個 2.00 1,500 3,000 県民税

チェンオイル 個 2.00 6,380 12,760 県民税

麻縄ロープ 個 3.00 3,480 10,440 県民税

薪割斧 個 1.00 25,603 25,603 県民税

軍手 個 3.00 398 1,194 県民税

竹用ノコギリ 個 1.00 1,180 1,180 県民税

竹用ノコギリ替刃 個 3.00 768 2,304 県民税

シイタケ菌 個 7.00 1,925 13,475 県民税

切り出し小刀 個 5.00 484 2,420 県民税

剪定鋏 個 3.00 2,080 6,240 県民税

剪定鋏 個 2.00 2,980 5,960 県民税

軍手 個 3.00 498 1,494 県民税

混合ガソリン 個 2.00 1,380 2,760 県民税（924円）＋市単費（1836円）

保険 普通傷害保険（50人） 回 2.00 8,389 16,778 県民税

保険 普通傷害保険（55人） 回 1.00 9,228 9,228 県民税

印刷製本費 広報すずか環境館 式 1.00 53,905 53,905 市単費

委託料 市民活動講師依頼料 回 3.00 10,000 30,000 市単費

235,741

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

深谷公園里山保全事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

竹の伐採体験（里山保全活動） 薪割り講座（里山保全活動）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

ボランティアによる青竹の伐採作業（里山保全事業） 竹を伐採したエリア（里山保全事業）

竹を使用した工作体験（里山保全活動） シイタケ菌打ち体験（里山保全活動）

写真3 写真4

事業名 深谷公園里山保全事業

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 新規

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

●市広報（ミニ特集）

新規

事業名 深谷公園里山保全事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市

●市広報（環境館）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

7 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

衰退の兆候が見られる市内にある天然記念物や地域緑化のシンボルとなっている樹木について、所有者（地元住

民）自身が主体的に樹木健康診断や樹勢回復等を行うことで，地域の文化財として保護し，将来にわたり地域で

森林環境教育を行う学びの場となることを目的とする。

事　業　費 2,680,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,680,000

1．事業の目的

本樹木を中心とした本事業を実施するにあたり，市政記者クラブへ情報提供したことで，新聞取材もあり，本

樹木の地域における重要性を再確認することができた。また，所有者及び地域の方に対し，樹木医から本樹木

の状況や森林の持つ多面的機能についても説明したことで，学ぶ機会を提供することができた。

また，稲生山の躑躅については，事業実施前に，地元のまちづくり協議会に樹木医による樹木環境教育を行

い，本樹木に対する関心を高めることができた。

2．事業実績概要

ふるさとの木（市内の天然記念物や地域緑化のシンボルとなっている樹木及び樹木群）の所有者等が樹木診断

及び樹木治療等を実施するための経費に対し補助することで，ふるさとの木の所有者等の主体的に保存する行

動につなげる。また，地域のシンボルとして地域の様々な世代が地域の森林や樹木とふれあう場を提供し，地

域全体で緑を守り育てる意識を醸成し，地域の宝として，大切にする活動へとつなげていく。

ふるさとの木の所有者

3か所（地蔵大マツ，稲生山の躑躅，白子不断ザクラ）

3か所

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

事業実施当日は，所有者や地域の方を含め，多くの方が見守る中実施された。所有者及び地域の方に対し，樹

木医から本樹木の状況や森林の持つ多面的機能についても説明し，学ぶ機会を提供することができた。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

7 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 2,680,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,680,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

本事業が３年目となり，浸透してきたことから，事業個所を３箇所に増やした。また，地蔵大マツについて，

支柱設置や精密検査など，新たな処置等を行った。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 個人 3/4以内 2,000,000

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

樹木所有者の負担のみで，公財産でもある指定文化財を保護することは，経済的にも人的にも非常に困難であ

り，公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

日常管理を含め，所有者が管理していく。なお，指定天然記念物であることから，転用しない。

受益者

期待する波及効果

ふるさとの木の所有者及びふるさとの木の保存活用に関する取り組みに参加

した地域住民

所有者や地域の方を含め，多くの方が見守る中実施された。所有者及び地域

の方に対し，樹木医から本樹木の状況や森林の持つ多面的機能についても説

明し，学ぶ機会を提供することができる。

地蔵大マツは，所有者である西玉垣町自治会が，積極的に樹勢回復事業に関わってきた。しかしながら，令和元

年8月・令和2年1月に，当該樹木の腐朽が原因とみられる枝折れが発生した。更に令和３年１月に枝折れが発生

したため，引き続き緊急に対応が必要と考えられた。

稲生山の躑躅は，ツツジの樹勢衰弱の要因となっている日照阻害木を伐採し，躑躅の生育環境の改善整備が必要

であり，山林管理及び倒木による線路への被害を防止する必要がある。以前から地元から要望があり，近年の気

候変動や台風の影響等から倒木の可能性が高く，線路への影響等から緊急性が高いと判断し，以上の理由により

選定した。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

7 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 2,680,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,680,000

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中
白子不断ザクラと地蔵大マツについて，実施期間中にみえ森と緑の県民税

の旗を設置し，PRを行った。稲生山のツツジは説明書きを設置した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

所有者からは，一日でも長く，地元のシンボルとして樹木が残っていって欲しい。そのためにも樹木が生きな

がらえることのできる措置を行っていきたいとの声をいただいた。

その他 実施前
稲生山の躑躅について所有者である神社に対し，実施前に本事業が県民税

を活用し，実施していることを説明した。

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

地蔵大松

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

樹勢回復作業 樹木医費用 人 1.00 40,000 40,000

樹勢回復作業 造園技術者 人 2.00 30,000 60,000

樹勢回復作業 エアスコップ機材使用 式 1.00 80,000 80,000

樹勢回復作業 土壌改良資材 式 1.00 60,000 60,000 セラミック炭ほか

樹勢回復作業 報告書作成費用 式 1.00 50,000 50,000

樹勢回復作業 諸経費（上記金額の20％） 式 1.00 58,000 58,000

348,000

34,800

382,800

樹勢回復作業 補助事業 260,000 合計額の４分の3以内

稲生山の躑躅

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

伐採作業 日照阻害木の伐採 式 1.00 2,050,000 2,050,000

伐採作業 諸経費 式 1.00 401,000 401,000

調整 式 1.00 -26,455 -26,455

2,424,545

242,455

2,667,000

伐採作業 補助事業 2,000,000 合計額の４分の3以内

白子不断ザクラ

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

樹勢回復作業 腐朽幹除去・支柱設置 式 1.00 200,000 200,000

樹勢回復作業 土壌改良作業 式 1.00 125,000 125,000

樹勢回復作業 報告書作成費用 式 1.00 100,000 100,000

樹勢回復作業 諸経費 式 1.00 85,000 85,000

510,000

51,000

561,000

樹勢回復作業 補助事業 420,000 合計額の４分の3以内

小計

消費税及び地方消費税相当額

合計

合計

小計

消費税及び地方消費税相当額

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方消費税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 ふるさとの木（名木古木）保存活用事業補助事業

７の（１）．写真

支障木伐採（稲生山のツツジ） 樹勢回復作業（白子不断ザクラ）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

根の調査（地蔵大マツ） 根の調査（地蔵大マツ）

稲生山のツツジ 支障木伐採（稲生山のツツジ）

写真3 写真4

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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写真7 写真8

写真7 写真8

樹勢回復作業（白子不断ザクラ）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

委託事業 活動団体
補助事業ではな

い

樹木調査を行い，経過を確認することが出来，今後の処置等の参考にする。また，西側道路に面する枯れ枝に

ついて，落下の危険性があるため，切除を行い，周囲の安全を確保した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

本事業を実施する前に，地域の小学校で，地元保存会と樹木医による樹木環境教育を行い，本樹木に対する関

心を高めることができた。

2．事業実績概要

長太の大楠に樹木診断及び樹木治療等を実施することで，地域の様々な世代が地域の樹木に関心を持ち，地域

全体で緑を守り育てる意識を醸成し，保全する活動へとつなげていく。

鈴鹿市

1か所

1か所

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

本樹木を中心とした本事業を実施するにあたり，市政記者クラブへ情報提供したことで，新聞による取材もあ

り，本樹木の地域における重要性を再確認できた。また，地域の方に対し，樹木医から本樹木の状況ついて説

明し，学ぶ機会を提供することができた。

地域緑化のシンボルとなっている長太の大楠（なごのおおくす）は，近年，周辺環境の変化や塩害，落雷等の影

響により衰退の兆候が見られてきた。地域住民から愛され，市のランドマークでもある長太の大楠の樹木健康診

断や樹勢回復等を行うことで，身近な樹木に対する関心をさらに高め，将来にわたって地域で森林環境教育を行

う学びの場となることを目的とする。

事　業　費 1,320,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,320,000

1．事業の目的

8 緑と人を育む長太の大楠再生プロジェクト

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 1,320,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,320,000

8 緑と人を育む長太の大楠再生プロジェクト

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 鈴鹿市

番 号 事　　業　　名

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

所有者や地元にも樹木を守る意識が高まった。

その他 実施前・中・後
事業実施前に市政記者クラブに本事業の実施について記者提供し，当日の

取材を受け，後日掲載された。

広報誌掲載 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した事業について，広報すずか（ミニ特集）に

掲載し，本市における活用状況を市民に周知した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 敷地内にのぼりを設置し，県民税事業であることを記載し，周知した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

市が管理団体に指定されているため適切

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

日常管理については，保存会が管理していく。なお，県指定天然記念物であることから，転用されない。

受益者

期待する波及効果

樹木の保存活用にかかる取組に関わった地域の児童・生徒並びに地域住民

当該樹木を地域の宝として守ろうとする意識を高めることができる。

高い専門性をもった樹木医による適切な樹勢回復措置が必要であるため，委託事業は適切である。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 鈴鹿市

事業名

樹勢回復作業業務委託（被害調査）

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

被害調査作業 樹木医 人 4.00 40,000 160,000

被害調査作業 造園工 人 1.00 25,000 25,000

被害調査作業 登攀技術者 人 1.00 40,000 40,000 ロープワーク

被害調査作業 登攀補助技術者 本 3.00 30,000 30,000 ロープワーク

被害調査作業 諸経費等 式 1.00 288,636 288,636

543,636

54,364

598,000

樹勢回復作業業務委託（枯枝切除）

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

枯枝切除作業 樹木医 人 4.00 40,000 160,000

枯枝切除作業 特殊鋼諸作業員 人 2.00 40,000 80,000

枯枝切除作業 造園技術者 人 4.00 25,000 100,000

枯枝切除作業 高所作業車 車 2.00 50,000 100,000

枯枝切除作業 枯枝処分費 式 1.00 20,000 20,000

枯枝切除作業 保護材費 式 1.00 10,000 10,000

枯枝切除作業 ガードマン費用 人 4.00 20,000 80,000

枯枝切除作業 諸経費等 式 1.00 106,364 106,364

656,364

65,636

722,000

1,320,000

５．地域の身近な水や緑の環境づくり

緑と人を育む長太の大楠再生プロジェクト

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税

合計

小計

消費税

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

被害調査 被害調査

写真2

枯れ枝の切除 枯れ枝の切除

枯れ枝の切除 被害調査

写真3 写真4

事業名 緑と人を育む長太の大楠再生プロジェクト

７の（１）．写真

対策区分 ５．地域の身近な水や緑の環境づくり 市町名 鈴鹿市 継続

資料２－２
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亀山市 
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（令和4年度版三重県市町要覧による）

亀山市 三重県

49,724 1,744,795

12.5% 11.8%

12,013.00 372,120.00

11,659.00 348,601.00

63.0% 64.0%

13.4 10.5

２．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 2,333,265 2,000,000 2,000,000

2 2 990,000 247,500 247,500

3 3 1,053,000 1,052,500 1,052,500

4 4 1,485,000 1,485,000 1,485,000

5 4 1,999,308 1,958,000 1,958,000

6 4 39,106,320 10,110,000 10,110,000

46,966,893 16,853,000 0 2,247,500 1,052,500 13,553,000 0 0

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

0.05ha 990,000 247,500

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

　様々な事業に取り組み、森林や木材について学び、ふれあい、親しむ環境をつくることで市民の森林に対する理解と関心が深まるとともに、

地域の危険木やライフラインが寸断される恐れのある樹木を伐採することで市民の暮らしの安全・安心に大きく寄与できる。協議会がコロナ禍

の中、工夫を凝らしイベントを開催することで幅広い年代の市民に森林とふれあう場を提供できる。更に、保育園・認定こども園で木育教室を

開催することで園児たちに木材にふれる機会が作れ、豊かな心が育まれる。森林公園やまびこの施設整備等を行うことで、子どもから大人まで

安全・安心して施設を利用することができることと、森林や木にふれあう場や緑に親しむ環境を提供できる。

情報発信への取組

市ホームページに事業実施結果を掲載。イベント開催時にパンフレットや啓発物品を配付。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

台風などの倒木被害により、ライフラインを寸断す

る恐れのある樹木を事前に伐採

（伐採内訳：スギ・ヒノキ167本）

　本市は、北勢地域随一の林業地帯として古くからスギ・ヒノキを主とした人工林の整備が進められ、良質な木材の生産・供給が行われてきま

した。しかし、林業を取り巻く情勢は厳しく、採算性の悪化、高齢化等による担い手不足のため、放置される森林が増加したことで森林の機能

低下が進んでいます。このため、既存の財源を活用し、林業生産活動の支援や地域材を活用した商品を「亀山ブランド」として認定することで

森林整備や地域材の利用促進に取り組んでいます。今後も、森林の有する様々な働きを発揮させるための森林整備や地域材の利用を促進するた

めには、市民の森林に対する理解と関心を深めることが大切です。このことから、県民税を活用し、森林や木材について学び、ふれあい、親し

む環境をつくることや、暮らしに身近な森林の整備を進め、地域の生活環境の向上を図ります。

事業実施により期待される効果

森林環境教育・木育が行える場の整備事業（森林公園やまびこ）

亀山市立図書館備品等整備事業

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

集落周辺の森林整備事業（危険木等の伐採）

災害からライフラインを守る事前伐採事業

森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

民有林面積(ha)＊２

 令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

0%

13%

6%

81%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

36,695

10

合計 37,770

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4 ⑩ 専門員の雇用 2,100 2,100

5 ⑰ 基金積立（森林整備等） 13,925 12,850

2 ② 意向調査 87 87

3 ③ 私有林整備 204 204

1 ① 意向調査の準備作業 21,454 21,454

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

自治会等からの要望を基に危険度の高いところから実施。

自治会等からの要望を基に、特に危険度の高いところから優先的に伐採を実施することで効果的に事業を実施

している。

2．事業実績概要

公共施設周辺の危険木や道路上に覆いかぶさった枝葉を伐採、剪定する。伐採した危険木は放置せずチップ工

場へ搬出し木質バイオマスの燃料として活用する。また、伐採後は天然更新または、適宜伐採するなど多様な

広葉樹林帯を形成し緑化に努める

亀山市

1箇所（　市道西町落針線）

危険木：6本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

地域の生活環境及び通行時の安全・安心が確保されることと、回覧文書にて県民税をPRすることで集落周辺の

森林整備をすることの大切さを学ぶ。

自治会や市民から公共施設周辺の倒木の恐れのある危険木の除去や道路に覆いかぶさった枝葉が通行に支障を及

ぼすため剪定などの要望が近年多くあることから、伐採や剪定により除去することで市民の安全・安心に寄与す

る。

事　業　費 2,333,265 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 333,265

1．事業の目的

1 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 2,333,265 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,000,000 333,265

1 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 市ホームページに掲載し周知する。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 建設業者
補助事業ではな

い

「公園・緑地の維持管理と積算」

財団法人経済調査会を基に伐採の

積算歩掛り。入札により、落札業

者と単価契約を締結。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

各施設の管理者は市であることから公的関与が必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

市管理の施設であることから転用の恐れはない。

受益者

期待する波及効果

　1地区（９４０世帯、１６５４人）

地域の生活環境及び通行時の安全・安心が確保される。

危険木の伐採作業は高度の技術を要するため、伐採作業に長けた地元建設業者による入札を実施し、落札業者と

単価契約を締結した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

市道西町落針線 本 6.00 353,525 2,121,150 道路沿い　斜面

2,121,150

212,115 10%

2,333,265

２．暮らしに身近な森林づくり

集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

市道西町落針線（伐採前） 市道西町落針線（伐採後）

写真3 写真4

事業名 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 亀山市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

亀山市HP掲載

継続

事業名 集落周辺の森林整備事業（危険木等伐採）

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 亀山市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

ライフライン事業者・県・市の３者で連携し、引き続きライフラインの保全に取り組んでいく。

ライフライン事業者・県・関係部局と連携し、特にライフラインの保全が重要な箇所を選定し、危険木を伐採

することで効果的に事業を実施した。

2．事業実績概要

県・市及びライフライン事業者と三者協定を締結し、事業の対象とする箇所の現地調査等を行い、施行範囲、

伐採本数を決定する。また、所有者の明確化、承諾交渉及び根拠資料を作成し、台風などにより、倒木の恐れ

のある樹木や枝葉を事前に伐採・除去する。

中部電力パワーグリット株式会社・三重県・亀山市

亀山市加太神武地内

施行面積：0.05ha　伐採本数：スギ・ヒノキ　167本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採し、整備する

ことで市民の暮らしの安全・安心が守られる。

台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのある樹木を事前に伐採し、市民の暮ら

しの安全・安心を守る。

事　業　費 990,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

247,500 742,500

1．事業の目的

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 990,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

247,500 742,500

2 災害からライフラインを守る事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

施工看板に掲示 実施中 県民税マグネットにて掲示

チラシ等配布 実施前 関係自治会に事業実施について文書を配布

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施前・中・後 事業実施箇所にのぼりを設置

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 森林組合
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

台風等の倒木被害から、ライフラインを守ることは公益的に重要であることから、県民の安全・安心な生活を

守るため、市が事業を実施し、災害時の被害を抑える。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

実施後の伐採木及び森林の管理は土地の所有者が管理を行う。また、事業実施承諾書を得ているが、その中で

施行後に市の行う維持管理行為をはばまないことと規制等をしている。

受益者

期待する波及効果

亀山市加太神武地区（29世帯　64人）

台風などの倒木被害により、電気などのライフラインが寸断される恐れのあ

る樹木を事前に伐採し、整備することで市民の暮らしの安全・安心が守られ

る。

森林施業に実績のある森林組合を対象に指名競争入札にて決定

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

危険木伐採 高所作業車使用 ㎡ 500.00 1,800 900,000

スギ・ヒノキ　167

本、高所作業車、交

通誘導員含む

900,000

90,000

990,000

２．暮らしに身近な森林づくり

災害からライフラインを守る事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２

7－11



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

伐採後 伐採後

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

伐採前 伐採前

伐採中 伐採中

写真3 写真4

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 亀山市 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 災害からライフラインを守る事前伐採事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 亀山市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

対策区分 ３．森を育む人づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

地域の宝である「地域資源（森林等）」をみんなで守るため、多様な主体が森林とふれあう場を創出し次世代に

つなげる。

事　業　費 1,053,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,052,500 500

1．事業の目的

コロナ禍の中でもイベントが開催できるように、参加人数を少なくしたり、屋外で開催するなど密を避けるよ

うに取り組んだ。

2．事業実績概要

協議会が坂下地区、野登地区、加太地区でイベントや講座などを開催することで、森林や農地の自然保全活動

に繋がる。

鈴鹿川等源流の森林づくり協議会

・亀山市内3地区（加太地区、坂下地区、野登地区）

・いきもの調査クエスト～なつやすみ編～

   （野登、白木、関町北部、関町南部、坂下、加太地区）

・第6回サマーフォレストinやまびこ（加太地区）

開催日：令和4年8月7日（日）　開催場所：森林公園やまびこ　加太川　　参加人数：８組25人

・森の恵みのプレイパーク（野登地区）

開催日：令和4年9月10日(土）　開催場所：安坂山町地内　　参加人数：9組29名

・スラックラインとロープワーク体験(野登地区)

開催日：令和4年10月22日(土)　開催場所：森林公園やまびこ　参加人数：5組20名

・３つの森の楽しみ方！（坂下地区）

開催日：令和4年11月19日(土)　開催場所：鈴鹿馬子唄会館、ブレンディの森　参加人数：９組25名

・いきもの調査クエスト～なつやすみ編～

調査期間：令和4年7月16日(土)～8月31日(火)　イベント参加人数：98名

期間中の開催場所投稿数：700名　発見生物種：367種

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

産・学・民・官にて構成する協議会が森林づくりや地域資源保全活動を行うことで、多種多様な方々が参加さ

れる。参加者が森林の大切さなどを多くの方に伝えられる。また、鈴鹿川等源流域での生き物調査を通じ自然

と触れ合うことで、森林・自然への意識を高め森林を支える社会づくりに繋げている。

子どもから大人まで気軽に参加できるように「いきものコレクションアプリ」（バイオーム）を活用した。参

加の申し込みが多く、ニーズがあるため継続していく。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

3 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

対策区分 ３．森を育む人づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 1,053,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,052,500 500

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

負担金 活動団体 10/10以内

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

森林環境教育・木育に関する取組を広く県民に推進するため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

公共施設や東海自然歩道での開催のため、転用が想定されない。

受益者

期待する波及効果

イベント参加者及び各地区の地域住民

参加者が森林の大切さなどを多くの方に伝えられる。

鈴鹿川等源流の森林づくり構想を実現するための事業を実施する鈴鹿川等源流の森林づくり協議会を選定。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示(ｼｰ

ﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施中 県民税ロゴマークを表示したスタッフベストを着用し活動している

啓発物品配布 実施中 イベント開催時に参加者に県民税パンフなどを配布し周知

のぼり設置 実施中 イベント開催時にのぼり旗を設置しPR

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

亀山市負担金

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

負担金 負担金 式 1.00 800,000 800,000 税込

800,000

800,000

木工工作消耗品

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

消耗品費 木工キット（モルック） 個 12.00 5,500 66,000 税込

消耗品費 木工キット（踏み台） 個 20.00 4,400 88,000 税込

消耗品費 木工キット（スライド本立て） 個 20.00 4,950 99,000 税込

253,000

253,000

①合計

④小計

消費税及び地方税相当額

合計

３．森を育む人づくり

森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

第6回サマ―フォレストinやまびこ 第6回サマ―フォレストinやまびこ

第6回サマ―フォレストinやまびこ 第6回サマ―フォレストinやまびこ

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

森の恵みのプレイパーク 森の恵みのプレイパーク

森の恵みのプレイパーク 森の恵みのプレイパーク

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

スラックラインとロープワーク体験 スラックラインとロープワーク体験

スラックラインとロープワーク体験 スラックラインとロープワーク体験

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 亀山市 継続

写真5 写真6

３つの森の楽しみ方

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

３つの森の楽しみ方 ３つの森の楽しみ方

３つの森の楽しみ方 ３つの森の楽しみ方

写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森と木材のふれあい事業（森林づくり協議会）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 亀山市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

4 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

園児たちが、日頃から木材や木製品をふれられる環境をつくり、木への親しみや木の文化への理解を深めて、木

材の良さや利用の意義を学ぶ。

事　業　費 1,485,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,485,000

1．事業の目的

事業実施時（例年11月～翌年2月）に木製玩具などを導入する意義を伝え、実際に木の持つ温かさや香りを感

じてもらうことで感性が豊かになるよう実施する。

2．事業実績概要

各園で必要な園児たちが遊べる木製玩具などの導入や遊具の組み立てなどを行う。のこぎりや金づちなどの道

具を使う体験を行う。

亀山市

亀山市立川崎南保育園：令和4年12月14日開催、亀山市立和田保育園：令和4年12月8日開催、亀山市立井田川

幼稚園：令和4年11月17日開催

亀山市立川崎南保育園：絵本ラック×１、収納棚　キャスターあり×１、収納棚　キャスターなし×２　亀山

市立和田保育園：絵本立て×２、屋外用スギ防腐剤塗布テーブル×２、屋外用スギ防腐剤塗布ベンチ×２　亀

山市立井田川幼稚園：室内用スギ丸テーブル×２、室内用ヒノキいす×８、屋外用スギ防腐剤塗布ベンチ×

２、スギ本立て（イーゼル型）×１４

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

園児たちが製品をつくり、自らふれる環境をつくったことで、木への親しみが深まり、木材の良さや利用の意

義が学べる。

引き続き同様に取り組む。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 1,485,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,485,000

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 その他
補助事業ではな

い

②亀山木材産業協同組合の協力を得て開催

し、保育園・幼稚園を対象としている。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

園に導入した木材製品を毎年入園してくる園児たちが継続的に遊んだり活用することで、広く市民への森林環

境教育に繋がるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

日常的に園が管理する。また、工作作品のため、転用が想定されないので該当しない。

受益者

期待する波及効果

園児63人及び園関係者

園児を通じて保護者への波及効果が期待できる

亀山市産材を取り扱い実績のある亀山木材産業協同組合に協力を依頼している。　　　　　　　　　　　　幼い

頃に木材や木製品をふれられる環境をつくることで、木への親しみや木の文化への理解を深めつつ木材の良さや

利用の意義を学ぶため。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 木とふれあう開催後に内容を掲載

ロゴマーク掲示(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施後 作品に県民税ロゴを焼印

啓発物品配布 実施後 保護者や園児に啓発物品（パンフ含む）配付し周知に努めた

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

園から工作した作品にふれることで木に親しむきっかけとなったとの声をいただいた。保護者から日常ででき

ない体験（金槌・鋸）ができてよかったと園から報告があった。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

消耗品費（亀山市立川崎南保育園） 絵本ラック 台 1.00 120,000 120,000

収納棚　キャスターあり 台 1.00 113,000 113,000

収納棚　キャスターなし 台 2.00 108,000 216,000

消耗品費（亀山市立和田保育園） 絵本立て 台 2.00 110,000 220,000

屋外用スギ防腐剤塗布テーブル 台 2.00 70,000 140,000

屋外用スギ防腐剤塗布ベンチ 脚 2.00 45,000 90,000

消耗品費（亀山市立井田川幼稚園） 室内用スギ丸テーブル 台 2.00 97,000 194,000

室内用ヒノキいす 脚 8.00 5,500 44,000

屋外用スギ防腐剤塗布ベンチ 脚 2.00 40,000 80,000

スギ本立て（イーゼル型） 台 14.00 9,500 133,000

1,350,000

135,000

1,485,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

４．効率性：主な経費内訳

合計

小計

消費税及び地方税相当額

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

川崎南保育園（12月14日）

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

完成

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

森のおはなし 収納棚組立

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

和田保育園（12月8日）

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

完成

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

森のおはなし テーブル、ベンチ組立

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

井田川保育園（11月17日）

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 森と木材のふれあい事業（木とふれあう）

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 継続

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

森のおはなし テーブル、ベンチ組立

完成

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

防虫防腐処理済材であっても材と材の接する面に防腐塗料を塗った。

八橋の補修材は、長期間使用できるように防虫防腐処理済材を導入している。休憩場所は木目を活かすため透

明の防腐剤を使用した。

2．事業実績概要

森林公園やまびこは、開設後11年が経過し、施設の老朽化が進んでいる。この施設を今後も森林環境教育の場

として活用していくために、新たに休憩場所等の設置や八橋の補修を行う。

亀山市

亀山森林公園やまびこ

八橋補修：約 24 ｍ　 休憩所：1件（13.24㎡）

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

子どもから大人まで安全・安心して施設を利用することができる。また、森林環境教育、木材にふれあう場や

緑に親しむ環境を引き続き提供でき、来場者の増加が見込める。

森林環境教育や木育を行っている「森林公園やまびこ」の施設整備等を行うことで、森林とふれあい、体感でき

る学びの場の利用者の増加を図る。

事　業　費 1,999,308 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,958,000 41,308

1．事業の目的

5 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

事　業　費 1,999,308 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

1,958,000 41,308

5 森林環境教育・木育が行える場の整備（森林公園やまびこ）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

八橋

休憩場所

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

ロゴマーク掲示(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ

等）
実施後 四阿に県民税活用看板を設置した。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施前・後 のぼりを設置したことで県民税を活用したことを周知した。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

直営 製材業者 補助事業ではない ②の製材業者から補修材を購入

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

市の自然公園条例に基づく公園のため公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

市の施設であることから転用や目的外使用はない。

受益者

期待する波及効果

・森林づくり協議会によるイベント参加者　31名　・加太保育園　園児20名

（月1回利用）・その他来場者数　約1,200名

公園利用者が公園の魅力を多くの人達に伝えることで利用者の増加が見込ま

れる。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

工事請負 建設業者 補助事業ではない 市内に本社のある建設業者を選定

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

消耗品費 防虫防腐処理　桧 本 10.00 3,930 39,300 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理　桧 本 70.00 2,950 206,500 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理　杉 本 6.00 3,210 19,260 150×50×4000県産材

265,060

26,506

291,566

工事請負費 休憩所 式 1.00 1,170,000 1,170,000

117,000

1,287,000

消耗品費 堅桶60×2700 本 1.00 1,580 1,580 税込み

消耗品費 止まり　105 個 2.00 198 396 税込み

消耗品費 エルボ　105° 個 2.00 398 796 税込み

消耗品費 アイアン軒桶 個 2.00 1,780 3,560 税込み

消耗品費 新集水器 個 1.00 1,280 1,280 税込み

消耗品費 回転エルボ 個 1.00 598 598 税込み

消耗品費 正面打（支座） 個 5.00 168 840 税込み

消耗品費 堅金具打込 個 2.00 118 236 税込み

消耗品費 軒継手 個 1.00 198 198 税込み

9,484

消耗品費 クレオトップ（クリア） 缶 1.00 6,880 6,880 税込み

消耗品費 一般用刷毛（3本組） 袋 1.00 448 448 税込み

消耗品費 防虫・防腐剤用 個 1.00 498 498 税込み

7,826

消耗品費 丸杭（600×45） 本 100.00 320 32,000

3,200

35,200

消耗品費 コースレットビス 箱 5.00 998 4,990 税込み

0

4,990

消耗品費 県民税PR用看板 枚 1.00 21,400 21,400

2,140

23,540

消耗品費 防虫防腐処理　桧 本 10.00 3,930 39,300 90×90×4000県産材

3,930

43,230

消耗品費 防虫防腐処理　桧 本 8.00 3,930 31,440 90×90×4000県産材

消耗品費 防虫防腐処理　桧 本 72.00 2,950 212,400 90×90×3000県産材

消耗品費 防虫防腐処理　杉 本 8.00 3,210 25,680 150×50×4000県産材

26,952

296,472

1,999,308

②合計

①+②+③+④+⑤+⑥+⑦+⑧+⑨合計

⑨合計

③合計

消費税及び地方税相当額

④合計

消費税及び地方税相当額

⑤合計

消費税及び地方税相当額

⑥合計

消費税及び地方税相当額

消費税及び地方税相当額

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森林環境教育・木育が行える場の整備

４．効率性：主な経費内訳

①合計

小計

消費税及び地方税相当額

⑦合計

消費税及び地方税相当額

⑧合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森林環境教育・木育が行える場の整備

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

休憩所設置前 完成

建前 県民税PR用看板取付

写真5 写真6

ベンチ 全体風景

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 継続

事業名 森林環境教育・木育が行える場の整備

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

八橋交換前（令和4年11月4日） 交換後（令和4年11月5日）約12m

八橋交換前（令和5年3月17日） 交換後（令和5年3月18日）約12ｍ

写真5 写真6

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

図書館家具、床、書架配色、内装色を踏まえて県産材を使用した家具を（椅子・展示台・テーブル等）導入

HPで館内案内パンフレットへみえ森と緑の県民税を活用した事業であることを掲載する。

2．事業実績概要

令和4年度に開館する図書館に、三重県産材を使用した備品（椅子・展示台・テーブル等）を整備する。

亀山市

図書館：5117.66㎡（地下1階　地上4階）

三重県産材を使用した木製備品導入

テーブル　11台、チェア　30脚、椅子　12脚、展示台　4台、汽車型絵本架　1台

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進めるう

えで有効な取組であるか。】

図書館が三重県材を活用した備品（椅子・展示台・テーブル等）を導入することで、図書館を訪れる方が木と触

れ合うことができ、図書館という場所を温かみのある空間にして、木に触れ合うことができ森林や木の大切さを

学べる空間とする。

市立図書館整備事業にて三重県材を活用した備品（椅子・展示台・テーブル等）を導入することで、図書館を訪れ

る方が木と触れ合うことができ、図書館という場所を温かみのある空間にする。また木材利用促進月間に合わせて

森林・林業に関する本を展示するなど来場者が森林や木材について理解を深めることを目的とする。

事　業　費 39,106,320 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

6,000,000 4,110,000 28,996,320

1．事業の目的

6 亀山市立図書館備品等整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

事　業　費 39,106,320 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

6,000,000 4,110,000 28,996,320

6 亀山市立図書館備品等整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 亀山市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後
HPで館内案内パンフレットへみえ森と緑の県民税を活用した事業であること

を掲載する。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示(ｼｰ

ﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等）
実施後 導入した備品にロゴマークを表示

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づく

り」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

物品購入 小売業者 補助事業ではない

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような工

夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

公共施設の整備のため公的関与必要

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

市による管理であり、転用及び目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

施設利用者見込み　230,000人/年

施設利用者に木材にふれあう場を提供することで森林や木材について学び、森

林への理解が深まる。また、利用者の家族への波及効果も期待する。

選定品の仕様に三重県産材を活用することを明記し指名競争入札にて業者を選定

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 亀山市

事業名

（家具備品のうち木製備品導入）

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

展示・休憩スペース テーブル 台 4.00 326,200 1,304,800 （三重県産材使用）

展示・休憩スペース チェア 脚 16.00 90,000 1,440,000 （三重県産材使用）

子育て相談 テーブル 台 1.00 368,500 368,500 （三重県産材使用）

子育て相談 チェア 脚 4.00 90,000 360,000 （三重県産材使用）

児童書架エリア 汽車型絵本架 台 1.00 2,044,400 2,044,400 （三重県産材使用）

開架書架エリア2 テーブル 台 2.00 368,500 737,000 （三重県産材使用）

開架書架エリア2 テーブル 台 1.00 333,500 333,500 （三重県産材使用）

開架書架エリア2 チェア 脚 10.00 90,000 900,000 （三重県産材使用）

開架書架エリア3 テーブル 台 3.00 368,500 1,105,500 （三重県産材使用）

開架書架エリア3 椅子 台 12.00 92,200 1,106,400 （三重県産材使用）

展示台 展示台 台 4.00 379,000 1,516,000 （三重県産材使用）

11,216,100

1,121,610 10％

12,337,710

（家具備品）

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

対面朗読室 閲覧机（特注） 台 1 327,600 327,600

対面朗読室 アームチェア 脚 4 191,700 766,800

開架書架エリア１ レジン天板用脚 台 1 102,600 102,600

開架書架エリア１ チェア 脚 6 106,200 637,200

開架書架エリア１ テーブル 台 1 255,200 255,200

開架書架エリア１ アームチェア 脚 4 120,700 482,800

開架書架エリア１ スタッキングチェア（背穴加工特注） 脚 16 89,100 1,425,600

開架書架エリア１ スタッキングチェア（背穴加工特注） 脚 2 89,100 178,200

開架書架エリア１ スタッキングハイチェア（背穴加工特注） 脚 6 101,700 610,200

開架書架エリア１ チェア（1人掛けソファー） 脚 3 310,500 931,500

閲覧コーナー１ 閲覧机（特注） 台 1 351,000 351,000

閲覧コーナー2 閲覧机（特注） 台 1 479,700 479,700

閲覧コーナー1・２ チェア 脚 14 89,100 1,247,400

子育て相談 子供用いす 脚 1 30,100 30,100

カウンター2 椅子 脚 2 96,300 192,600

児童書架エリア テーブル円形 台 1 326,200 326,200

児童書架エリア チェア 脚 4 92,200 368,800

児童書架エリア テーブル円形 台 2 255,200 510,400

児童書架エリア キッズチェア 脚 8 60,400 483,200

児童書架エリア スツール 脚 12 29,700 356,400

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

亀山市立図書館備品等整備事業

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２
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児童書架エリア スツール（低） 脚 3 29,700 89,100

児童書架エリア スツール（高） 脚 3 31,500 94,500

児童書架エリア 紙芝居台 台 1 757,900 757,900

開架書架エリア2 椅子 脚 4 106,200 424,800

開架書架エリア2 スツール 脚 3 42,300 126,900

カウンター3 椅子 脚 3 96,300 288,900

公開書架エリア1 テーブル（特注） 台 1 414,000 414,000

公開書架エリア1 チェア 脚 4 191,700 766,800

開架書架エリア3 チェア 脚 17 89,100 1,514,700

開架書架エリア3 テーブル（特注） 台 2 819,000 1,638,000

開架書架エリア3 チェア 脚 16 89,100 1,425,600

開架書架エリア3 テーブル（特注） 台 1 318,600 318,600

開架書架エリア3 チェア 脚 3 89,100 267,300

開架書架エリア3 バタフライスツール 脚 8 44,100 352,800

開架書架エリア3 スタッキングチェア（背穴加工特注） 脚 6 89,100 534,600

開架書架エリア3 テーブル（特注） 台 1 1,409,400 1,409,400

開架書架エリア3 チェア 脚 4 82,800 331,200

開架書架エリア3 椅子（一人掛け） 台 3 207,900 623,700

個別学習室1・2・3 椅子 脚 3 61,200 183,600

グループ学習室1 机（T字脚・配線カバー付） 台 1 52,500 52,500

グループ学習室1 椅子 脚 6 33,100 198,600

グループ学習室2 机（T字脚・配線カバー付） 台 1 54,900 54,900

グループ学習室2 椅子 脚 8 33,100 264,800

公開書庫エリア2 スタッキングチェア（背穴加工特注） 脚 24 89,100 2,138,400

24,335,100

2,433,510 10％

26,768,610合計

小計

消費税及び地方税相当額
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

開架書架エリア3　テーブル 展示台　

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

展示・休憩ｽﾍﾟｰｽ　テーブル 子育て相談　テーブル

児童書架エリア　汽車型絵本架 開架書架エリア2　テーブル

写真3 写真4

事業名 亀山市立図書館備品等整備事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 新規
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市 新規

事業名 亀山市立図書館備品等整備事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

展示台 展示台

開架書架エリア2　テーブル シール貼付 開架書架エリア2　テーブル　シール貼付

写真5 写真6

開架書架エリア2　テーブル　シール貼付
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

亀山市HP掲載

新規

事業名 亀山市立図書館備品等整備事業

７の（１）．写真

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 亀山市

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

いなべ市 三重県

44,691 1,782,190

12.2% 12.4%

12,808.21 372,352.55

11,738.79 348,833.49

58.3% 64.0%

8.1 10.1

２．令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 1,187,943 1,187,943 1,187,943

2 2 8,866,000 7,253,620 7,253,620

3 2 3,000,000 3,000,000 3,000,000

4 3 917,950 917,950 917,950

5 3 77,487 77,487 77,487

0

0

0

14,049,380 12,437,000 0 11,441,563 995,437 0 0 0

３．令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

中学校卒業記念品配布事業

危険木の除去事業

危険木の除去事業（主要道

路）

森林環境教育支援事業

里山竹林環境保全支援事業

間伐材を活用した箸の配布を行うことで、森林資源の活用と日常的に木に触れる機会を作り出すことができ、将来的に持続可能な素材を選べる

人づくりに繋がることが期待される。また、住民自らが危険木除去を行うことで、身近な危険木の認識とその除去についての意識向上につな

がった。里山竹林環境保全支援事業では補助金を交付することで、活動範囲の拡大・活動内容の向上を図ることができ、市内の里山整備促進が

期待できる。

情報発信への取組

市HPにおいて、みえ森と緑の県民税の概要を伝えるとともに、本事業の事業効果を写真と共にわかりやすくPRしている。中学校卒業記念品配布

事業では、生徒にメッセージカードを配布し、県産材を利用する大切さを伝えている。危険木除去事業では市内自治会長に事業案内文書を送付

することで、みえ森と緑の県民税を活用して周辺住民の生活の安全を確保し、暮らしに身近な森林づくりに寄与していることを伝えている。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

いなべ市は北部と西部を岐阜県と滋賀県に接し、東部と南部は桑名及び四日市圏域に接している。市域は、北に養老山地、西に鈴鹿山脈をいだ

き、市のほぼ中央に流れる員弁川を挟んで緑豊かな自然と平野に囲まれている。

緑豊かないなべ市でみえ森と緑の県民税市町交付金を活用して、木のぬくもりに触れる機会を作り、身近な森林について目を向けてもらい、森

林・木材の意義、大切さを再認識してもらう。また豊富な森林資源を活用し、自然と調和した環境づくりを目指し、整備が進んでいない森林を

整備することにより、安心・安全な暮らしを確保する。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%

92%

8%

0%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ② 意向調査 6,062 6,062

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ⑤ 森林保護対策 2,420 2,420

3 ⑥ 林道・林専道の整備等 2,354 2,354

4 ⑬ 木造公共建築物の整備等 4,345 4,345

5 ⑰ 基金積立（森林整備等） 5,905 5,905

6

7

8

9

21,086

10

合計 21,086

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

いなべ市内16箇所

3,719本

危険要因を早期に除去でき、安心して過ごせる環境を作り出す事ができる。

危険木の除去を行うことで、残った木が健全に生育し、次の危険木を生み出しにくくするという説明を申請時

に行う。

事業の取組の拡大を目指し、事業所と調整の上対象リース会社を2社から3社へ拡大した。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

1,187,943 0 0

1．事業の目的

自治会単位で取り組むことにより、通学路や人家裏等きめ細かな森林整備を行う。

自治会による身近な森林の整備により、安全・安心な暮らしを確保し、森林整備に対する意欲の向上を図る。

事　業　費 1,187,943 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

意欲ある自治会等に対し、危険木の除去について支援する。特殊機材については市内業者から借り入れてもら

い、補助の対象とする。

自治会等

1 危険木の除去事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

1,187,943 0 0
事　業　費 1,187,943 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

1 危険木の除去事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

人家裏等の危険木を事前時伐採することで、安全な生活環境を確保することができた。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

チラシ等配布 実施中 自治会長にチラシを配布し、県民税を活用した事業であることを周知し

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

期待する波及効果 受益者の関係者への波及効果が期待できる

道路支障木の他、住民生活の支障となる木・竹の伐採における費用の負担が難しく、放置されている現状の

中、幅広く危険木を除去し、周辺住民の生活の安全を確保するものであり、公的関与の必要性がある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし。

リース代に限る

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 いなべ市住民約6,000人

自治会要望等による。

自治会要望等から事業目的に適合した活動に対し補助。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

補助事業 自治会等 10/10以内
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

機械リース 高所作業車 式 1.00 200,000 200,000 15本

機械リース 高所作業車 式 1.00 58,476 58,476 15本

機械リース 高所作業車 式 1.00 26,400 26,400 30本

機械リース 高所作業車 式 1.00 45,100 45,100 200本

機械リース 高所作業車 式 1.00 29,700 29,700 100本

機械リース 高所作業車 式 1.00 30,800 30,800 1本

機械リース 高所作業車 式 1.00 29,700 29,700 60本

機械リース 高所作業車 式 1.00 31,900 31,900 25本

機械リース 枝葉粉砕機、アルミブリッジ 式 1.00 172,040 172,040 2,400本

機械リース 高所作業車 式 1.00 29,700 29,700 100本

機械リース 高所作業車 式 1.00 60,654 60,654 60本

機械リース 高所作業車、枝葉粉砕機、ダンプ 式 1.00 149,270 149,270 31本

機械リース トラッククレーン、枝葉粉砕機 式 1.00 69,575 69,575 200本

機械リース 枝葉粉砕機、ダンプ 式 1.00 61,182 61,182 250本

機械リース 林業用バックホウ 式 1.00 133,705 133,705 32本

機械リース 枝葉粉砕機、ダンプ 式 1.00 59,741 59,741 200本

1,187,943 消費税10%含む

２．暮らしに身近な森林づくり

危険木の除去事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

8－6



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

除去前 除去後

写真5 写真6

除去前 除去後

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 危険木の除去事業

７の（１）．写真

写真2

除去前 除去後

資料２－２

8－7



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 危険木の除去事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市

資料２－２

8－8



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 危険木の除去事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市

資料２－２

8－9



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

市内3地区

危険木伐採1,704m

通常の維持管理では対応できない私有地の危険木の維持管理を行う。危険要因を除去することにより安全に通

行できる道路管理状態を維持する事ができ、危険木を要因とする交通事故等の減少が期待される。

道路管理者により費用対効果の高い場所の選定を行っている。

森林整備の際、山林所有者に所有者意識を持ってもらい、所有林と向き合う機会を作っている。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

7,253,620 0 1,612,380

1．事業の目的

林業の低迷のより放置森林が増加し、交通量の多い幹線道路及び集落内の主要道路沿いの森林において、台風等

により倒木する恐れのある危険な樹木を事前に伐採することにより市民の安心・安全に寄与する。

事　業　費 8,866,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

幹線市道や集落内の主要道路沿いの現に通行の支障となっている危険木について、放置すると台風等により倒

木する恐れがあると判断され、自治会等では実施することが困難である路線沿いの危険木について伐採作業を

行う。

いなべ市

2 危険木の除去事業（主要道路）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

資料２－２

8－10



令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

7,253,620 0 1,612,380
事　業　費 8,866,000 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

2 危険木の除去事業（主要道路）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

危険木の事前伐採により、安心して道路を通行できるようになった。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

期待する波及効果 市内だけでなく市外の道路利用者へも効果がある

道路支障木の他、住民生活の支障となる木・竹の伐採における費用の負担が難しく、放置されている現状の

中、幅広く危険木を除去し、周辺住民の生活の安全を確保するものであり、公的関与の必要性がある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 200台/日

交通量の多い主要道路での作業となるため、道路工事に長けた建設業者へ一般競争入札により委託した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 建設業者
補助事業ではな

い

資料２－２

8－11



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

市道大安東部線樹木枝伐採業務 式 1.00 2,268,000 2,268,000 473m

市道米野篠立線樹木枝伐採業務 式 1.00 4,062,000 4,062,000 1231m

市道片樋2区152号線外1路線伐採業務 式 1.00 1,730,000 1,730,000 伐採工1式

8,060,000 1,704m

806,000 10%

8,866,000

２．暮らしに身近な森林づくり

危険木の除去事業（主要道路）

４．効率性：主な経費内訳

合計

消費税及び地方税相当額

小計

資料２－２

8－12



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

着手前 完了

写真5 写真6

作業状況 作業状況

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 危険木の除去事業（主要道路）

７の（１）．写真

写真2

着手前 完了

資料２－２

8－13



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 危険木の除去事業（主要道路）

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市

資料２－２

8－14



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

3 里山竹林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

3,000,000 0 0

1．事業の目的

市内の活動団体等が、整備されていない里山や竹林における森林の保全や安全性の確保による生活環境の向上を

目的として、自主的に里山や竹林を整備する取組みを支援し、持続的に地域の里山が整備されることを目的とす

る。

事　業　費 3,000,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

市内の活動団体等が、保育間伐や倒木の除去等、自主的に里山や竹林を整備する取組に対して事業費の一部を

支援する。

ポランティア団体等

6団体

市内6団体×500,000円（補助額）

未整備の里山や竹林が再生されることにより森林の保全や安全性が確保され、生活環境の向上に繋がるととも

に、獣害被害の防止も期待される。

補助金を交付することにより、より効率的・持続的に里山竹林を保全することができる。

手入れされていない里山・竹林の森林整備が進むとともに、放置された里山等の整備による野生獣の隠れ場所

の減少など、獣害被害についても同時に対策を行うことができる。

資料２－２

8－15



令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

3 里山竹林環境保全支援事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

その他

3,000,000 0 0
事　業　費 3,000,000 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

団体からの要望等による。

要望・申請等から事業目的に適合した活動に対し補助。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

補助事業 活動団体 10/10以内 500,000円

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 活動団体

期待する波及効果 森林整備が進むことにより、活動地区周辺地域・住民にも効果が波及する。

ボランティア団体等は現在会費等を資金に運営しているが、活動範囲・参加人数を拡大し森林に関わる機会を

増やすには公的関与の必要がある。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

チラシ配布 実施前 申請活動団体へ県民税のリーフレットを配布する。

補助金の交付により、今までよりも活動範囲を拡大することができ、より多くの森林を整備することができ

た。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２

8－16



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

森林整備費 里山・竹林整備 団体 6.00 500,000 3,000,000

3,000,000

２．暮らしに身近な森林づくり

里山竹林環境保全支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

8－17



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

森林整備 森林整備

写真5 写真6

森林整備前 森林整備後

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市 新規

事業名 里山竹林環境保全支援事業

７の（１）．写真

写真2

森林整備 森林整備

資料２－２

8－18



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

新規

事業名 里山竹林環境保全支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 いなべ市

資料２－２

8－19



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

4 中学校卒業記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

県民税の基本方針である『県民全体で森林を支える社会づくり』のなかの『森を育む人づくり』の一環として、

いなべ市産材を利用して木製箸の製作配布を行う。

中学校の卒業記念として、箸という肌で触れるもので『木の良さ』を子どもたちに知ってもらい、木を使うこと

の意義を知る人づくりを行うことを目的とする。

事　業　費 917,950 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

917,950 0 0

1．事業の目的

市内唯一の認定林業事業体に原木の調達を委託することにより、山地に放置されている間伐材の有効利用を図

ることができた。

2．事業実績概要

原木調達・加工作業は、【認定林業事業体（佐藤林業）】に委託する。箸製作は【いなべ自然楽校】に委託す

る。箸入れ袋製作・製品梱包作業は、【いなべ市障害者活動支援センター】に委託する。

いなべ市

市内中学校4校

箸500膳・箸袋500袋

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

製品にはメッセージカードを添付し、県民税の目的といなべ市産材が使われていることを示すことで、木材の

良さを感じたり利用意識を高めてもらい、将来的には持続可能な素材を選べる人づくりに繋がることが期待さ

れる。また、その製作には、市内の活動団体であるいなべ自然楽校やいなべ市障害者活動支援センターが行っ

ている旨を伝え、箸を大切に利用してもらい、市内の自然と地元愛を育む人づくりへ繋げていく。

受注者間での意見交換を行うことで、作業工程の調整をスムーズに行うことができた。

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

4 中学校卒業記念品配布事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

事　業　費 917,950 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

917,950 0 0

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 活動団体
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

卒業記念品を配布することにより、生徒が三重の木に触れる機会をつくり、木材利用の意義を理解し、森林の

大切さを伝える森林環境教育活動であり、公的関与は必要である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

市内中学校卒業生500名

保護者・学校関係者

原木調達・加工作業は市内唯一の林業事業体である佐藤林業に、箸製作はいなべ市内の地域資源を活用した取り

組みを行っている市民団体のいなべ自然楽校に、箸袋製作は社会的貢献度を踏まえて障がい者施設に委託した。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 HPを活用し、周知する。

チラシ等配布 実施後 メッセージカードの配布を行った。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

いなべ市産の木材を箸というかたちで触れることで、木の良さを知ることができた。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

原木調達 いなべ市産材 式 1.00 144,000 144,000 佐藤林業

製材・ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工いなべ市産材 式 1.00 168,000 168,000 佐藤林業

箸製作・加工 組 500.00 500 250,000 いなべ自然楽校

箸袋製作・袋詰め 袋 500.00 545 272,500 いなべ市障害者活動支援センター

834,500

83,450 10%

917,950

３．森を育む人づくり

中学校卒業記念品配布事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

消費税及び地方税相当額

小計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 中学校卒業記念品配布事業

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市 継続

写真5 写真6

受取時の様子

写真2

原木調達 製材・プレーナー加工

箸製作加工 箸袋製作・袋詰め（完成品）

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 中学校卒業記念品配布事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

阿下喜小学校6年生22人

1カリキュラム

次代を担う子どもたちが、地域の林業者等から直接話を聞くことで、森林・林業に関する知識を深めるととも

に、地域の自然、人、モノの魅力を知る人づくりをする。

講義だけでなく実際に森林・木材と触れ合う機会を作る。

昨年に引き続き、地元の森林と他の地域の森林を比較し、自然の魅力を知る人づくりについて協議し、安全に

見学できる場所での視察について検討した。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

77,487 0 0

1．事業の目的

森林への意識が全国的に低下している中で、森林への意識を少しでも高めるべく、小学生を対象とした森林環境

教育を行う。森林・木材に対して理解を深め、自然の良さ・生命や自然を大切にする心を育む人づくりを行うこ

とを目的とする。

事　業　費 77,487 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

市内小学校において地域の森林・林業関係者を講師に招き、森林の機能や大切さ、生活で使われる木材につい

て学び、自然や地域の魅力を伝える森林環境教育を行う。

直営

5 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

77,487 0 0
事　業　費 77,487 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

5 森林環境教育支援事業

対策区分 ３．森を育む人づくり いなべ市

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

授業により里山に興味を持ち、実際に体験してみたいと意見がありました。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 事業内容を年度末にHPに掲載し、周知する。

期待する波及効果 児童を通じて保護者・学校関係者にも森林教育の成果が伝わる。

学校教育であり、公的関与は不可欠である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 小学校児童22人

市内において既に森林環境教育に関する実績がある関係者。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

直営 個人
補助事業ではな

い

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 いなべ市

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

報償費 講師（1名） 時間 9.00 3,000 27,000 里山学習

消耗品費 学習教材費 式 1.00 50,487 50,487

77,487 消費税10%含む

３．森を育む人づくり

森林環境教育支援事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

浮彫体験 浮彫体験

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市 継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（１）．写真

写真2

里山学習 里山学習

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 森林環境教育支援事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 いなべ市

資料２－２
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木曽岬町 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（令和４度版三重県市町要覧による）

木曽岬町 三重県

5,870 1,744,795

8.7% 11.8%

0 372,120.00

0 348,833.49

0.0% 64.4%

11.4 10.1

２．　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 13,052,600 13,052,600 13,052,600

2 3 1,140,968 1,140,968 1,140,968

0

0

0

0

0

0

14,193,568 14,193,568 0 13,052,600 1,140,968 0 0 0

３．　　　年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

　　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

森林環境教育事業

暮らしを守る緑保全事業

鍋田川線桜並木を特定外来種クビアカツヤカミキリの食害から守るため、全木を対象にした調査と台帳整備、樹幹注入を行うことでクビアカツ

ヤカミキリの被害低減を狙い、地域住民や道路利用者の安全確保と貴重な自然環境の保護につながることが期待できる。また、森林環境教育に

ついては、中学校生徒や学校教育者に対し、森林をはじめとした自然環境でのフィールドワークを行うことで、森への理解を深め、保護者とと

もに自然保全意識を高める

情報発信への取組

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

町広報誌への防除業務の内容と目的を掲載し、町民に対し県民税が安全や自然環境の保全に役立てられていることをPRしたほか、ポスター掲示

や町HPでも同内容を紹介し、より多くの人の目に留まるよう取り組んでいる。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

木曽川の河口部に位置する当町は森林率が0％と、日常生活の中で森林にふれあう機会がなく町内の鍋田川線桜並木は、重要な観光資源であると

同時に地域住民が緑にふれあい自然環境の大切さを知る貴重な場となっております。これらを踏まえ、鍋田川線桜並木を特定外来種クビアカツ

ヤカミキリの食害から守るため、防除業務や被害木の伐採を行って被害防止対策を実施しました。また、桜の生育に影響を及ぼすことから、周

辺の竹林を伐採した。

今年の森林環境教育は森林地域の多い長野県木祖村との中学校生徒同士の交流活動を実施した。

事業実施により期待される効果

0%

92%

8%

0%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

　　　令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 497 497

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2

3

4

5

6

7

8

9

497

10

合計 497

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 暮らしを守る緑保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 木曽岬町

番 号 事　　業　　名

　当町には鍋田川堤沿いに約4㎞にわたり桜が植えられている「鍋田川堤桜並木」が存在する。町にとって大き

な観光資源であると同時に、森林のない当町にとってはこの桜並木が唯一、多くの木や虫などの自然に触れられ

る貴重な環境である。

　しかし、令和元年6月から当町にて生息が確認されたクビアカツヤカミキリの食害により当町の桜並木は危機

を迎えており、早急に対策を講じなければ貴重な自然環境を失うだけでなく、桜並木沿いの道路の通行人に枯死

した桜の枝や幹が倒れ掛かるなどの危険を及ぼすため、全木を対象とした害虫防除と被害木調査を行い森林の維

持保全を行うことで安全・安心な住環境を確保する。また、桜の生育に影響を及ぼすことから、周辺の竹林を伐

採した。

事　業　費 13,052,600 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

4,299,032 8,753,568

1．事業の目的

基本的な被害調査や樹幹注入だけでなく、定期的な巡視を行うことで薬剤の効果検証や重点的に対策をとる必

要がある地点の絞り込みができた。また、ネット巻きにより樹幹注入では駆除できない成虫の飛散防止対策も

行った。

2．事業実績概要

桜並木や人家周辺の危険木の伐倒や病害虫被害木の伐倒・駆除，被害防止・維持保全のための樹幹注入や被害

や樹勢を調べる毎木調査、被害木への薬剤噴霧を実施した。また、桜の生育に影響を及ぼす周辺の竹林を伐採

した。

木曽岬町

鍋田川堤沿いの桜並木全木

町内公共施設の桜

樹幹注入：1,022本,毎木調査：1,022本,薬剤噴霧：144回,被害木へのバイオリサ・ネット巻き：61

本伐採：5本,桜並木の消毒：1,022本×2回、巡視・見回り：5回

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

全木への樹幹注入により、被害木は幼虫の駆除、未被害木には予防効果を持たせることができており、約70本

ほど見つかった被害木も8割以上がフラスの排出が止まり効果が表れたことが確認された。

また、被害木の伐採とネット養生を行い倒木の防止や成虫の飛散防止対策を行ったほか、全木の台帳整備を行

い次年度以降の業務量の計算やより効率的な防除業務、剪定伐採につなげることが期待される。

これまでの防除対策で実施したのは薬剤噴霧とネット巻き、バイオリサ巻きのみであり、令和４年度において

新たに樹幹注入において、残効期間の長い薬剤を被害の大きい樹木に実施することで、繰り返し排出されるフ

ラス防止や幼虫への駆除効果が期待できるほか、次年度からのさらなる効率的な業務と経費削減の両立が可能

となる。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

1 暮らしを守る緑保全事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 木曽岬町

番 号 事　　業　　名

事　業　費 13,052,600 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

4,299,032 8,753,568

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

いずれも公共施設の敷地内の桜が対象であり、町が管理者であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

町の管理であり、変更はない。

受益者

期待する波及効果

町道鍋田川線沿線住民及び道路利用者、町内公共施設利用者

利用者の家族や知人などにも観光資源である桜並木を楽しめるようになる。

造園業者の登録と防除業務の登録、また、樹木関係（害虫防除や剪定伐採）で官公庁への納入実績のある業者を

対象としている。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ポスター掲示 実施後 庁舎内で町民および来訪者へPRした

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 木曽岬町

事業名

鍋田川堤桜並木等害虫防除業務

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

毎木調査（カルテ作成）簡易調査費　樹木医 人 4.00 28,000 112,000

毎木調査（カルテ作成）報告書作成費 式 1.00 250,000 250,000

毎木調査（全木） 簡易調査費　樹木医 人 4.00 28,000 112,000

毎木調査（全木） 報告書作成費 式 1.00 35,000 35,000

樹幹注入 薬剤費　ｳｯﾄﾞｽﾀｰ　 本 11.00 28,800 316,800

樹幹注入 薬剤費　ﾘﾊﾞｲﾌﾞ 本 170.00 1,600 272,000

樹幹注入 薬剤費　ｶｯﾄﾊﾟｽﾀｰHi 個 10.00 1,260 12,600

樹幹注入 世話役 人 2.00 25,000 50,000

樹幹注入 特殊作業員 人 2.00 23,100 46,200

樹幹注入 普通作業員 人 2.00 19,900 39,800

樹幹注入 機械損料など 式 1.00 4,900 4,900

巡視業務 調査　樹木医 人 8.00 28,000 224,000

巡視業務 報告書作成費 式 1.00 35,000 35,000

全作業 諸経費 式 1.00 1,769,700 1,769,700

3,280,000

328,000 10%

3,608,000

鍋田川堤等桜並木害虫駆除剤散布作業委託業務

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

作業委託 散布作業 式 1.00 2,035,000 2,035,000 散布作業3回分計上

2,035,000 税込み金額合計

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る緑保全事業

４．効率性：主な経費内訳

小計

消費税及び地方税相当額

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 木曽岬町

事業名

町道鍋田川線等剪定伐採業務

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

作業委託 剪定伐採作業 式 1.00 2,830,300 2,830,300

2,830,300 税込み金額

町道鍋田川線竹林伐採業務（クビアカ対策分）
区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

伐竹工 伐採作業 式 1.00 1,130,380 1,130,380

伐木工 伐採作業 式 1.00 300,000 300,000

除草工 除草作業 式 1.00 388,320 388,320

交通安全管理工 交通誘導員 式 1.00 417,300 417,300

全作業 諸経費 式 1.00 1,927,000 1,927,000

4,163,000

416,300

4,579,300合計

小計

消費税及び地方税相当額

２．暮らしに身近な森林づくり

暮らしを守る緑保全事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 暮らしを守る緑保全事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 木曽岬町 継続

写真5 写真6

鍋田川堤桜並木　樹幹注入（ウッドスター）

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

鍋田川堤桜並木　毎木調査 鍋田川堤桜並木　樹幹注入（リバイブ）

鍋田川堤桜並木　樹幹注入　防腐剤埋込 鍋田川堤桜並木　巡視噴霧

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

ポスター掲示

継続

事業名 暮らしを守る緑保全事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 木曽岬町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

2 森林環境教育事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 木曽岬町

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

1,140,968

1．事業の目的

木曽川をゆかりとする上流部の木祖村と下流部の木曽岬町の中学生が互いの地域の特色を理解するとともに、地

域課題について考え合い、交流・発信することを通して、改めて地域の良さを感じ取り、郷土への愛着を深め

る。また、山間地域である木祖村の大自然を体感することにより、河川の恵みが森林から授かっていることを認

識する機会をつくる。

事　業　費 1,140,968 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

令和４年度は、本町中学生が長野県木祖村への自然体験を行い、併せて現地中学生との交流学習・活動を実施

した。

木曽岬町

長野県木祖村立木祖中学校体育館等

交流学習・活動

森林からの恵みを体感することにより、森林の必要性や大切さを実感させることができるとともに、異なる自

然環境を体験することで郷土との違いを認識し、改めて郷土への理解と愛着を深める効果が期待できる。ま

た、森林自然体験学習を通した学びを主体的に保護者・地域に発信できる人づくりをめざしていくために、継

続した森林・木育活動が図られる。

実際の自然環境に身を置き、肌で感じることができるフィールドワークを行うことで、効果を高める工夫を

行った。

昨年は新型コロナウイルスの感染症予防のためオンラインでの取り組みとなったが、より森林環境を身近に感

じ、触れ合うことで森林の必要性や大切さを再認識できるようにした。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

2 森林環境教育事業

対策区分 ３．森を育む人づくり 木曽岬町

番 号 事　　業　　名

その他

1,140,968
事　業　費 1,140,968 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

直営

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 中学校生徒及び学校教育関係者

期待する波及効果 家族や友人などと自然と触れ合う機会を求めるきっかけとなる

小学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

学校だより等掲 実施後 町民

広報誌掲載 実施後 町民

自然の中でのハイキングや炊事活動を行うことで、普段体験できない自然との共生体験ができたことにより、

この先歳を重ねていくうえで、貴重な体験となった。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 木曽岬町

事業名

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

式 1.00 502,520

式 1.00 171,348

式 1.00 467,100

1,140,968

作 業 内 容 単位 数量 単価 金額 備 考

有料道路通行料（下見） 円 4.00 5,315 21,260 （湾岸弥富－伊那）

三重交通貸切バス 円 2.00 220,000 440,000

有料道路通行料（当日） 円 4.00 5,315 21,260 （湾岸弥富－伊那）

乗務員経費 円 2.00 10,000 20,000 （宿泊）

計 502,520

作 業 内 容 名 称 単位 数量 単価 金額 備 考

水木沢天然林ガイド料等 円 6.00 5,000 30,000
自然体験活動一式
（ハイキング・野外体
験）

式 1.00 141,348 141,348 生徒48名、教師6名

計 171,348

作 業 内 容 名 称 単位 数量 単価 金額 備 考

宿泊に係る諸経費 円 1.00 467,100 467,100

計 467,100

3．森を育む人づくり

令和4年度　森林環境教育事業（木曽岬中学校1年生　木祖村交流事業）

４．効率性：主な経費内訳

宿泊に係る諸経費

野外体験活動
に係る諸経費

宿泊に係る
諸経費

バス等の諸費用

野外体験活動に係る諸経費

事業費

バス等の諸費用

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 木曽岬町 継続

事業名 森林環境教育事業

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

木祖村立木祖中学校体育館 木祖村立木祖中学校会議室

水木沢天然林遊歩道 水木沢天然林遊歩道２

写真5 写真6

水木沢天然林遊歩道３ 水木沢天然林遊歩道４

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

教育委員会だより　７月号

継続

事業名 森林環境教育事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 木曽岬町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

広報きそさき７月号

継続

事業名 森林環境教育事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 木曽岬町

資料２－２
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東員町 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

東員町 三重県

25,957 1,782,190

13.2% 12.4%

117.13 372,352.55

177.13 348,833.49

8.0% 64.0%

15.7 10.1

２．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 1,832,600 1,230,000 1,230,000

2 3 84,628 84,000 84,000

3 4 9,314,250 9,314,000 9,314,000

0

0

0

11,231,478 10,628,000 0 1,230,000 84,000 9,314,000 0 0

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

　　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

みえ森と緑の県民税市町交付金事

業（危険木伐倒等業務）

みえ森と緑の県民税市町交

付金事業（森林教育事業）
みえ森と緑の県民税市町交付金事業

（教育設備等の備品等購入）

　森林環境の保全及び地域住民の森林への意識の醸成が図られた。現地（民家裏等）での調査や作業の際、県民税や事業について詳細に説明す

る機会が多く、好意的な反応を示していただき、県民税への理解及び森林への関心を高めることができた。

情報発信への取組

　工事看板に「みえ森と緑の県民税交付金事業」にて実施していることを表記。また、自治会での施工周知説明時に事業の概要についても説

明。購入した備品等に「みえ森と緑の県民税」のロゴマークを刻印し、周知を図る。

　その他、町のＨＰ・広報誌に事業の成果を掲載し、県民税を活用し事業を実施した旨を周知。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

　本町では、北部を中心に名古屋や四日市といった近郊都市部のベッドタウンとして開発が進み、現在森林率が8％程度と森林が少なく、また各地に分散し

ている状況ですが、森林は地域住民の憩いの場として日常的に活用されてきました。

　このため、危険木の除去など暮らしに身近な森林の整備を進め、地域住民が安全に安心して地域の里山にふれ、森や木の大切さへの理解を深める取組を進

めていきます。

　また、小学校による森林教育授業においては森林の機能や大切さを学ぶことにより、自然環境の役割を考え、行動していく力を養っていきます。

　その他、教育施設及び福祉施設において木質製品などを取り入れることにより、児童や地域住民が木に触れ合う機会を創出していきます。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%

11%

1%

88%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

　　　令和４年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 3,238 3,238

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2

3

4

5

6

7

8

9

3,238

10

合計 3,238

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

729,000 501,000 602,600

1．事業の目的

住宅や通学路に近接する森林における危険木除去を行い、暮らしに身近な森林として整備することにより、生

活環境の保全や暮らしの安全性の向上を図る。

事　業　費 1,832,600 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

人家裏や通学路沿いなど、これまで整備が進みにくく荒廃が進んでいる森林地帯を対象として、倒木になる恐

れのある危険木の除去・間伐を行う。

東員町

東員町大字長深地内（近隣住民約1,100名）

危険木伐倒　48本、竹伐倒　30㎡

みえ森と緑の県民税交付金を充当する事業を実施し荒廃が進んでいた緑地帯の再生が進むことにより、森林環

境の保全及び地域住民の生活安全を守る。

施工時に工事看板とともに「みえ森と緑の県民税交付金事業」を活用し事業を実施している旨のポスター看板

を設置し、近隣住民に周知を図った。

本来は、森林所有者において整備するものであるということを意識づけていく必要がある。

また、地元説明会において、「みえ森と緑の県民税市町交付金」を活用し、事業を行うことを説明するととも

に、森林整備の重要さを幅広く知ってもらう。

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

1 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

その他

729,000 501,000 602,600
事　業　費 1,832,600 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

町内業者による入札（一般競争）により、請負者を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 近隣住民約1,100名

期待する波及効果 森林環境の保全及び地域住民の生活安全の向上

森林所有者が複数人おり、所有者個人で森林整備を行うことが困難であるため、町が実施することが妥当であ

る。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

森林所有者に整備をしていくことを促す。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

回覧板・掲示板 実施前 住民への回覧や説明にパンフレット、チラシを活用

施工看板に掲示 実施中 みえ森と緑の県民税交付金事業にて実施していることを表記

HP掲載 実施後 施工の状況等をHPにて報告

地元の住民から好意的な声が聞かれた。

例）道路がきれいなった、以前は道路に飛び出していた枝が無くなり安全になった等

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

資料２－２

10－5



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

危険木伐倒 幹周40cm以上60㎝未満 本 9 15,404 138,635

幹周60cm以上90㎝未満 本 15 24,845 372,675

幹周90cm以上120㎝未満 本 10 41,091 410,910

幹周120cm以上150㎝未満 本 8 60,675 485,400

幹周150cm以上 本 6 61,620 369,720

竹伐倒 ㎡ 30 1,842 55,260

0

1,832,600

２．暮らしに身近な森林づくり

みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 東員町 継続

写真5 写真6

みえ森と緑の県民税周知状況

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

施工前 施工中

施工中 施工後

写真3 写真4

資料２－２

10－7



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（危険木伐倒等業務）

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 東員町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

城山小学校　5年生　26名

森林の散策等（樹木観察、樹木名板作り）　100分

自然の中にある樹木、植物、昆虫についても触れる機会を創出し、また、木材利用、木工体験などにも触れ楽

しむことにより、自然環境の役割を考え、行動していく力を養う。

身近にある森林にて授業を行うことにより、日常から森林に対する意識を醸成する。

令和3年度に城山小学校で出前授業が実施され、学校関係者から継続を望む声があり、みえ森と緑の県民税を

活用した町事業として実施することとした。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

0 84,000 628

1．事業の目的

小学生を対象とした森林環境を行うことにより、森林の大切さや木材利用の意義を学び、森林や木、木材に
親しみ、自ら考え、判断して行動できる人づくりを行う。

事　業　費 84,628 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

町内小学校において、みえ森づくりサポートセンターのコーディネートによる森林教育を実施し、森林の機能や大切さを

学ぶ機会や、自然の中にある樹木、植物などに触れる機会を創出することにより、自然環境の役割を考え、行動していく

力を養う。

東員町

2 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（森林教育授業）

対策区分 ３．森を育む人づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

その他

0 84,000 628
事　業　費 84,628 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

2 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（森林教育授業）

対策区分 ３．森を育む人づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

参加した児童の反応が好意的であった。

例）近くにこんなに森があるんだ等

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 施工の状況等をHPにて報告

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

チラシ等配布 実施後 児童や保護者及び利用者にパンフレット、チラシを配布

期待する波及効果
学習内容を家庭に持ち帰ることにより、森林保全の大切さを広げることがで

きる。

小学校の児童が対象となるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

なし

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 城山小学校　5年生　26名

みえ森づくりサポートセンターの「森のせんせい」登録団体であり、活動フィールドである企業の森

「TOYOTIRES緑のつながり・三重」の管理運営団体であるため。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 活動団体
補助事業ではな

い

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

森林教育事業 森林散策等 式 1 84,628 84,628

0

0

0

0

0

0

0

0

84,628

３．森を育む人づくり

みえ森と緑の県民税市町交付金事業（森林教育事業）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

実施風景 実施風景

写真5 写真6

実施風景 実施風景

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 東員町 新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（森林教育事業）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

実施風景 実施風景

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

町ホームページ掲載状況

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

新規

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（森林教育事業）

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 東員町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

小学校、共同福祉施設、母子　約４００名

本棚　68台、受付カウンター　1台、ひのき箸　414本、会議テーブル　26卓、展示台　2台

談話用テーブル　2卓、椅子　8脚

児童等が木に触れ合い木のぬくもりやにおい等を体感し森林への関心を深めることにより、自然の恵みに対す

る価値観を広げ、木材利用や森づくりへの理解を深める場として活用する。

本棚や机等に「みえ森と緑の県民税」のロゴマークを刻印し、施設を訪れた児童等に直接的に周知を図る。

町内の乳幼児から小学校の学童、共同福祉施設を訪れる住民まで、木にふれあい、学べる場を創出する。

木製家具製作者を講師に、木づかいの大切さや木工体験を行う講座を開催する。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

6,114,000 3,200,000 250

1．事業の目的

町内の教育施設及び福祉施設において木質製品取り入れることにより、木に触れ合う機会を創出し、木材利
用の意義について理解を深め、関心をもってもらう場をつくり、森林教育を進めていく。

事　業　費 9,314,250 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

町内の教育施設（小学校）・共同福祉施設に県産材の木質製品を導入する。また、生まれたばかりの乳幼児に

対して初めて使用する箸を提供する。

東員町

3 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設等の備品等購入）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

6,114,000 3,200,000 250
事　業　費 9,314,250 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

3 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設等の備品等購入）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 東員町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

施設利用者から木質製品について、好意的な声があった。

例）テーブル等から木の良いにおいがする、木の質感が良い等。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

ロゴマーク掲示(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ等） 実施後 木質製品にみえ森と緑の県民税交付金事業のロゴマークを表記

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 設置状況、活用状況等をHPにて報告

期待する波及効果 児童や利用者を通じて、木材利用の意義を伝達することが期待される。

町立の施設への備品導入であることから、町が実施することが妥当である。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

小学校や共同福祉施設において管理を行う。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 小学生　約220名　共同福祉施設利用者 約10,000名（年間）、母子　約400名

県産材木材を使用し、指定する木質製品を加工することのできる業者による入札（一般競争）により、請負者

を選定。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

物品購入 木工製造業者
補助事業ではな

い

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 東員町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

木製本棚 上段 台 20 63,800 1,276,000

下段 台 32 80,300 2,569,600

中央用 台 16 66,000 1,056,000

受付カウンター 台 1 92,400 92,400

ひのき箸 本 414 832 344,190 端数調整

会議テーブル 卓 26 118,580 3,083,080

展示台 台 2 80,850 161,700

談話用テーブル 卓 2 194,040 388,080

椅子 脚 8 42,900 343,200

9,314,250

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設等の備品購入）

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

会議テーブル 展示台

写真5 写真6

談話用テーブル 椅子

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町 継続

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設等の備品購入）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

本棚 ひのき箸

資料２－２

10－17



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

町ホームページ掲載状況

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 みえ森と緑の県民税市町交付金事業（教育施設等の備品購入）

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 東員町

資料２－２
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菰野町 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

菰野町 三重県

40,335 1,782,190

13.9% 12.4%

5,348.67 372,352.55

5,272.74 348,833.49

50.0% 64.0%

4.3 10.1

２．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 5,496,796 2,715,000 2,715,000

2 2 1,372,107 343,028 343,028

3 4 3,736,521 3,672,721 3,672,721

4 3,020,251 3,020,251 3,020,251

0

0

0

0

13,625,675 9,751,000 0 3,058,028 0 3,672,721 0 3,020,251

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

0.04ha43本 1,372,107 343,026

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

病虫害被害木伐採搬出事業

危険樹木伐採事業

幼児期から木に親しむ木育

推進事業

基金事業

公共の道路に倒木の可能性がある又はライフラインに支障を与える可能性がある危険木を事前伐採することにより、通行者に対する安全の確保

及び電線断線の危険の排除ができ、また、病虫害による被害拡散を防止することで地域住民の安全な生活環境の保全に繋げている。

また町内幼保園や子育て支援センターで使用する遊具や家具を購入することにより、施設利用者やその保護者に活用していただいており、菰野

町を含めた森林環境の魅力を感じ、木材活用の大切さを学ぶ貴重な場となっている。

情報発信への取組

伐採作業時はのぼり旗を使うことにより、みえ森と緑の県民税を使って作業していることを通行者にPRした。また、町のホームページで事業報

告を行う。木育推進事業においては、購入した家具・遊具に対して、焼き印もしくはシールによりロゴを入れて、みえ森と緑の県民税を活用し

ていることを周知している。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業 菰野町菰野地内において事前伐採43本（補償費含）

菰野町は、鈴鹿山脈の麓に位置する自然豊かな環境に恵まれた場所にあり、湯の山温泉や御在所ロープウェイなど、四季折々の自然を満喫でき

る観光スポットを有しており、多くの観光客が訪れます。このような中で、みえ森と緑の県民税を活用し、基本方針でもある「災害に強い森林

づくり」の推進のため、病虫害や松枯れなど、倒木の恐れがある危険木の除去を進めることで、地域住民の安全な生活環境を守るとともに、

「県民全体で森林を支える社会づくり」の推進のため、当町の森林資源を活用して地域住民や当町を訪れる人が地元の森林環境の魅力を感じ、

自然環境保全の大切さや森林資源活用の意義について考え、学ぶ場の整備を進めます。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%

45%

0%

55%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和４年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ① 意向調査の準備作業 4,545 4,545

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2 ③ 私有林整備 3,185 3,185

3 ⑰ 基金積立（森林整備等） 3,918 3,918

4

5

6

7

8

9

11,648

10

合計 11,648

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 病虫害被害木伐採搬出事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

　菰野町内において、病虫害被害等により公共の道路へ倒木の恐れがある樹木の伐採を行い、住民の生命や財産

を守ることを目的にする。

　また、病虫害被害木を伐採することにより景観を良くし、病虫害被害の拡散防止に努める。

事　業　費 5,496,796 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,715,000 2,781,796

1．事業の目的

被害木を伐採した地区については、地区での会議等により事業の内容及び状況を説明していただくとともに、

同様な被害木の情報収集を行っていただいている。

2．事業実績概要

　国道、県道及び町道沿道から20m以内の松枯れやナラ枯れ等の病中害被害木の伐採、搬出、処理に対して助

成を行う。

個人、区、生産森林組合等

町内７か所

病虫害被害木60本

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

病虫害被害木の伐採・搬出を行うことで、公共の道路への被害を防止することで、地域住民の安全を事前に確

保する。また、病虫害被害木の拡散防止を行うことにより、森林景観を保全することで、地域住民の身近な森

林に対する森林の必要性や保全に対する理解を深める。

各区、生産森林組合、財産区等へ改めて制度の概要及び事業の効果について説明し、事業の周知及び事業個所

の掘り起こしを実施。地域の危険木については、区・団体等から所有者へ働きかけを行っていただき、事前伐

採の重要性を周知していただいた。

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

1 病虫害被害木伐採搬出事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

事　業　費 5,496,796 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

2,715,000 2,781,796

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 個人 1/2以内
1本あたり

100,000円

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

所有者の責ですべきことであるが、地元住民の安全な生活環境に関わる取組であるため公的な関与が必要であ

る。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等ではなく、転用や目的外使用は想定されない。

受益者

期待する波及効果

地域住民

通行者及び地域住民の安全確保、森林の必要性の認知

申請者の申し出による（業務委託先については申請者による見積合わせ）

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 事業実施中において、施行箇所においてのぼりを設置しPRを実施。

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

区（自治会）でも危惧していたが、この補助金のおかげで伐採していただき、安心することができたとのこ

と。

資料２－２

11－5



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

個人 病虫害被害木伐採 本 5.00 124,599 622,996 311,000

三区共有土地管理会① 病虫害被害木伐採 本 1.00 41,500 41,500 20,000

個人 病虫害被害木伐採 本 1.00 264,000 264,000 100,000

三区共有土地管理会② 病虫害被害木伐採 本 15.00 34,687 520,300 260,000

田口新田区 病虫害被害木伐採 本 9.00 198,000 1,782,000 891,000

個人 病虫害被害木伐採 本 3.00 73,333 220,000 110,000

法人 病虫害被害木伐採 本 26.00 78,692 2,046,000 1,023,000

2,715,000

※備考欄は補助金額

5,496,796

２．暮らしに身近な森林づくり

病虫害被害木伐採搬出事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

11－6



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 病虫害被害木伐採搬出事業

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町 継続

写真5 写真6

ＰＲ① ＰＲ②

写真2

伐採前① 伐採後①

伐採前② 伐採後②

写真3 写真4

資料２－２

11－7



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 病虫害被害木伐採搬出事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町

資料２－２

11－8



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

菰野町菰野地内1か所

0.04haにおいて43本伐採（補償費含む）

　台風等の災害によりライフラインに倒木の恐れがある樹木の伐採を行うことにより、災害時のライフライン

に与える被害を減少させることができる。また、道路の通行車両及び人の安全が確保され、景観もよくなる。

危険木を伐採した地区については、地区での会議等により事業の内容及び状況を説明していただき、事業の重

要性周知した。

本年度は菰野地内において事業を実施したが、次年度以降については　当町の防災機能を生かすため、伐採候

補地を新たにリストアップし、実施地域を再考する。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

343,028 1,029,079

1．事業の目的

　菰野町内において、台風等の災害により電線等のライフラインに倒木の恐れがある樹木の事前伐採を行い、ラ

イフラインの保護及び住民の生命や財産を守ることを目的にする。

事　業　費 1,372,107 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

　台風等の災害時、電線等のライフラインに倒木等により被害の出る恐れがある樹木を事前に伐採する。

菰野町

2 危険樹木事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

11－9



令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

343,028 1,029,079
事　業　費 1,372,107 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

2 危険樹木事前伐採事業

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 事業実施中において、施行箇所においてのぼりを設置しPRを実施。

期待する波及効果 湯の山区民及び停電影響区域に住む住民及び観光客の安全確保、森林の必要性の認知

地元住民等のライフラインを守る取組であり、多くの地元住民が受益できる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

当事業による伐採は、ライフラインへの影響範囲のみの伐採であり、転用及び目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 湯の山区民及び停電影響区域に住む住民、観光客

町競争入札参加資格者名簿（業務委託）のうち、「清掃－屋外清掃－伐採」で登録があり、かつ所在地が町内

（菰野・鵜川原・千種地区）にある業者のうち、町発注の同種業務の実績を有する業者（４者）による指名競争

入札

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

資料２－２

11－10



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

委託費 危険樹木事前伐採業務委託 式 1.00 1,332,100 1,332,100 伐採木43本

補償費 伐採補償費 式 1.00 40,007 40,007 伐採木43本

1,372,107

２．暮らしに身近な森林づくり

危険樹木事前伐採事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

11－11



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

伐採後① 伐採後②

写真5 写真6

検査状況 ＰＲ状況

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町 継続

事業名 危険樹木事前伐採事業

７の（１）．写真

写真2

伐採前① 伐採前②

資料２－２

11－12



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

継続

事業名 危険樹木事前伐採事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 菰野町

資料２－２

11－13



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

町内７幼保園・こども園、北部子育て支援センター

積み木セット４、ままごとセット５、棚・テーブル・パーテーション８、すべり台２、小型おもちゃ３他

　木のぬくもりや手触り、木の香りに触れることで、子どもの五感を刺激し、心身の豊かな成長を促すことや

親子の癒しも期待出来る。電子おもちゃでは難しい遊びの広がりや想像力の向上と、自然や環境に親しみを感

じると共に木の文化の伝承につながる。

　各園に要望を取り、それぞれの幼保・こども園による特色を活かした購入を行うことによって、子供たちが

使いやすいものを導入できる。

　幼保園において木製遊具を導入することにより、子どもの豊かな成長を支援するとともに、世代を超えた交

流や、地元の森や緑を愛する心を育てることができる。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

3,672,721 63,800

1．事業の目的

　菰野町内の幼保園において、木製遊具を通じ、感性豊かな幼児期から木と触れあう環境を整備し、子どもの豊

かな成長を支援するとともに、世代を超えた交流や、地元の森や緑を愛する心を育て、環境を守る人づくりにつ

なげる。

事　業　費 3,736,521 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

　木製遊具（大型積み木）及び木製家具を導入・設置。

菰野町

3 幼児期から木に親しむ木育推進事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

11－14



令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

その他

3,672,721 63,800
事　業　費 3,736,521 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

3 幼児期から木に親しむ木育推進事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 菰野町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

利用者（園児や先生）には非常に評判がよく、大人気の遊具となっており、木のぬくもりを感じるきっかけと

なっているとのこと。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 当該年度の活動について、HPにて広報を行った。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示 実施後 導入物品に焼き印もしくはシールによりロゴを掲示

期待する波及効果
子どもの豊かな成長を支援するとともに、地元の森や緑を愛する心を育て

る。

公立幼保園・こども園における導入のため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

町（各幼保園・こども園）が管理を行うため、目的外使用のおそれはない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 町内７幼保園・こども園、北部子育て支援センター利用者：約1,000人

購入希望の物品の取扱いがある業者との少額随意契約又は指名競争入札

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

物品購入 木工製造業者
補助事業ではな

い

資料２－２

11－15



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 菰野町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

物品購入
積み木セット、すべり

台他
式 1.00 1,244,100 1,244,100 ウッドベリー

物品購入 白木棚・テーブル他 式 1.00 842,935 842,935 とりの巣工房

物品購入 木製ベンチ・テーブル他 式 1.00 124,520 124,520
株式会社　ＫＩＤ’

Ｓ　ＢＯＸ

物品購入 すべり台 式 1.00 63,000 63,000
株式会社　ジャク

エツ

物品購入 ままごとキット、棚他 式 1.00 235,300 235,300
株式会社　フレーベ

ル館

物品購入
スペースパーテーショ

ン
式 1.00 109,076 109,076 株式会社　ワークス

物品購入
小型玩具、ままごと

セット他
式 1.00 328,890 328,890

株式会社　関西こど

ものとも社

物品購入
ままごと調理器具セッ

ト
式 1.00 15,400 15,400 三重チャイルド社

物品購入 木製整理ワゴン 式 1.00 346,500 346,500 有限会社　ケルビン

物品購入 木製積み木セット他 式 1.00 360,800 360,800 有限会社　坂倉商會

物品購入 ウッドチェア 式 1.00 66,000 66,000 片岡教材

3,736,521

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

幼児期から木に親しむ木育推進事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

活用状況① 活用状況②

写真5 写真6

みえ森ロゴ① みえ森ロゴ②

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 菰野町 新規

事業名 幼児期から木に親しむ木育推進事業

７の（１）．写真

写真2

購入物品① 購入物品②

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

・写真以外に、事業効果や情報発信の内容がわかるその他資料がある場合は添付する。

・追加資料には、資料の説明を記載する。

新規

事業名 幼児期から木に親しむ木育推進事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 菰野町

資料２－２
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朝日町 

資料２－２
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

朝日町 三重県

11,033 1,782,190

18.9% 12.4%

63.21 372,352.55

63.21 348,833.49

11.0% 64.0%

2.1 10.1

２．　令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 2 349,000 349,000 349,000

2 2 2,194,618 2,194,618 2,194,618

3 3 2,038,742 2,038,742 2,038,742

4 4 1,993,200 1,993,200 1,993,200

0

0

0

0

6,575,560 6,575,560 0 2,543,618 2,038,742 1,993,200 0 0

３．　令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

民有林面積(ha)＊２

令和4年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

里山・竹林環境保全支援事業（あ

さひ竹プロジェクト）

里山・竹林環境保全用機器貸出事

業（あさひ竹プロジェクト）

森林環境教育事業（あさひ竹プロ

ジェクト）

森と緑とふれあう環境づくり事業

（幼保一体化施設）

　これまでのあさひ竹プロジェクトの取組の結果、町民の里山に関する関心が高まり、町民主体による自律的な竹林・里山整備に係る活動がス

タートした。樹木粉砕機の貸し出しにより、効率的な整備に繋がっている。更に、整備された竹林で採れたタケノコの地元スーパーでの販売、

竹粉の田んぼへの散布、作製した竹テントや竹駕籠のイベントでの活用なども実現できた。今後、整備された竹林でのたけのこ堀り体験なども

予定されている。

　これらにより、里山の安全性を高めるだけではなく、里山のもつポテンシャルを効果的に活用している姿が期待できる。

情報発信への取組

　町のHP、広報紙等を通じた一般的なPRを実施したほか、竹プロジェクト関係の取組は新聞記事等や地元CATVに取り上げられている。また、

竹あかりの来場者に対してQRコードを活用したアンケートを実施し良好なアンケート結果が得られたと同時に、多くの方にみえ森の存在を周知

することができた。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

　当町は三重県一小さい自治体であり、森林面積も約63haと狭いが、その25%に当たる約16haが竹林であり、竹林割合の高さでは県内一である。また、人口

が増加し続け子どもが多い若い町であり年少人口（15歳未満人口）割合も三重県一である。

　これらの特徴を踏まえ、町と町民により適正に管理された竹林・里山・緑地や、そこから生み出される生産物等を通じ、若年層や親子が森や緑と親しめる

取り組みに県民税を活用することで、竹林・里山・緑地が地域の中で魅力を発揮している姿を目指す。

　その実現のため、幼児教育段階から緑に親しむ機会を創出する「幼保一体化施設の緑化」や、あさひ竹プロジェクトの一環として、竹を使った様々な体

験・学びの場を創出する「森林環境教育事業」、町民による自主的な竹林・里山整備を支援する「里山・竹林環境保全支援事業」、「里山・竹林環境保全用

機器貸出事業」を実施した。

事業実施により期待される効果

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

0%
39%

31%

30%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

　　令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1 ⑰ 基金積立（森林整備等） 1,203 1,203

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

2

3

4

5

6

7

8

9

1,203

10

合計 1,203

事業カテゴリーの項目

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1 里山・竹林環境保全支援事業（あさひ竹プロジェクト）

あさひ竹プロジェクトの一環として、町民による自律的な竹林・里山整備に係る活動を支援し、持続的な活動へ

とつなげることで町内の竹林・里山の安全性を高め、生活環境を向上させる。また、これらを通じ若年層や親子

が森や緑と親しむ場として、竹林・里山が地域の中で魅力を発揮している姿を目指す。

事　業　費 349,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

349,000 0

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

1．事業の目的

これまで実施してきた「森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）により、町民の有志の方々との密なコミュニケー

ションを続けてきたことにより、彼らの意見を十分に反映した制度設計となり、効果的な補助事業の実施につながった。

2．事業実績概要

・町内の地域団体が自主的、計画的に里山や竹林を整備する取組みに対して事業費の一部を補助する

埋縄農家組合、小向里山保全会　竹切の翁

埋縄地区の竹林、小向地区の里山　計2箇所

0.3ha

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

町民による自律的な竹林・里山整備に係る活動が持続的な活動へとつながり、町内の竹林・里山の地域における交流拠点としての機能を

向上させ、安全性を高める。これらを通じ若年層や親子が森や緑と親しむ場として、活用している姿が期待できる。

これまで実施してきた「森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）により、町民の竹林に対する関心を喚起した結果、

町民主体の団体による自主的な竹林・里山整備の活動がはじまった。当事業は、それらの団体の活動を加速させ、町内の

竹林を持続的に整備することを目的に新たに実施したものである。

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

1 里山・竹林環境保全支援事業（あさひ竹プロジェクト）

事　業　費 349,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金 その他

349,000 0

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

補助事業 活動団体 3/4以内 上限５０万円

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

放置された里山・竹林の問題は所有者個人の問題となりがちであるが、放置竹林等への問題意識を持つ住民による自主的

な里山整備を行政が支援することで、里山を地域資源として捉え町民全体で解決を図る機運醸成に繋げる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

補助事業により購入された物品等は各団体により適切に管理するものとする。

受益者

期待する波及効果

生活環境が向上する2地区　約800戸

自主的な里山整備が進み、整備された場所での親子たけのこ掘り体験等の企画に繋

がっている

・町民主体により組成された、規約等を備え、代表者・会計担当者が明確であり、民主的に運営が行われている団体である

こと。

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

広報誌掲載 今後 令和４年度の活動について広報誌にて活動報告記事を7月に掲載予定

HP掲載 今後 令和４年度の活動についてHPにて活動報告記事を7月に掲載予定

7．写真及びその他資料

別紙のとおり　写真を添付

8．その他特記事項（受益者の反応等）

有志団体では補助金によりチェーンソー等の購入が進んでおり、効率的な里山整備、モチベーションアップに

繋がっている。

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

補助金

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

補助金 埋縄農家組合 団体 1.00 149,000 149,000

補助金
小向里山保全会　竹切

の翁
団体 1.00 200,000 200,000

349,000

２．暮らしに身近な森林づくり

里山・竹林環境保全支援事業（あさひ竹プロジェクト）

主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

事業名 里山・竹林環境保全支援事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（１）．写真

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 朝日町 新規

写真6

埋縄農家組合による整備実施個所で採れたタケノ
コの地元スーパーでの販売状況

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

埋縄農家組合　活動状況 埋縄農家組合　活動状況

小向里山保全会　竹切の翁　活動状況 小向里山保全会　竹切の翁　活動状況

写真3 写真4

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

柿地区の竹林、小向地区の里山　計2箇所

チッパー：１台購入　粉砕した竹：１０９０本

町民による自律的な竹林・里山整備が促進され、安全性を高めるとともに生活環境が向上する。

これまで実施してきた「森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）」により、町民の有志の方々との密なコミュニケーションを続けて

きたことにより、彼らの意見を十分に反映した機器の選定に繋がった。コロナ禍等による不安定な物流の影響を受け、納品が年度後半と

なったが、短期間においても積極的な活用が図られた。また、副産物として生じる竹粉についても町民とともに効果的な活用方法を模索

する中、農業利用の一環として田んぼへの散布が実施された。

これまで実施してきた「森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）により、町民の竹林に対する関心を喚起した結果、令和3年度に町

民主体の団体による自主的な竹林・里山整備の活動がはじまった。当事業は、整備に当たり最大のボトルネックとなる竹木の搬出を不要

とし、現地で粉砕処理することにより作業効率を大幅に向上させるものとして新規に実施するものである。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

2,194,618 0

1．事業の目的

あさひ竹プロジェクトの一環として、作業効率を飛躍的に向上させる樹木粉砕機（チッパー）を町が購入し、自

主的な竹林整備を行う団体等に貸し出すこと等により、町内の竹林・里山を適正に管理し、安全性を高め、生活

環境を向上させる。

事　業　費 2,194,618 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

・町内の地域団体が自主的に里山や竹林を整備するために必要な樹木粉砕機を町が購入し、貸し出す。

柿地区農家組合、小向里山保全会　竹切の翁

2 里山・竹林環境保全用機器貸出事業（あさひ竹プロジェクト）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

その他

2,194,618 0
事　業　費 2,194,618 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

2 里山・竹林環境保全用機器貸出事業（あさひ竹プロジェクト）

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

団体構成員の一部から、本当に効果的なのか懐疑的な声が上がったが、初回の利用後には想像以上に効果的

だったとの反響があり、積極的な利用が進んだ。スクリーン活用により微細な竹粉の生成も可能であり発酵し

た竹粉の田んぼへの散布が実現した。農業者からは肥料高騰の環境下において期待が持たれている。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり　写真を添付

その他 実施前・中・後 借用団体に対し、貸出時に「みえ森と緑の県民税」を活用している旨を伝

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

ロゴマーク掲示 実施前・中・後 購入した機器にロゴマークを貼り付け

期待する波及効果
自主的な里山整備が進み、副産物として生じた竹チップの農業利用の一環として、田

んぼに散布しコメの生育向上、食味向上、肥料低減等の効果検証が始まっている。

樹木粉砕機は里山整備の大幅な作業効率向上に繋がるが、高価で特殊な機械であり住民や団体が自ら購入することは難し

いため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

購入した機器は役場にて管理する。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生活環境が向上する2地区　約800戸

近隣自治体等の同種機械の調達業務において入札実績または落札実績がある３者による入札による

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

物品購入 その他
補助事業ではな

い

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

備品購入費、燃料費、消耗品費

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

樹木粉砕機

（チッパー）

大橋GS152GHB　安全

ガード、サイクロン付
台 1.00 2,068,000 2,068,000

燃料費 ガソリン Ｌ 20.00 154 3,080

備品購入費

アルミブリッジ　長さ

1800mm　30cm幅　耐

荷重0.5ｔ

組 1.00 22,800 22,800

備品購入費

アルミブリッジ　長さ

3000mm 30cm幅　耐

荷重0.5ｔ

組 1.00 87,890 87,890

消耗品費
樹木破砕機用オイル

フィルター
個 1.00 12,650 12,650

消耗品費
樹木粉砕機用オイル処

理剤
個 1.00 198 198

2,194,618

２．暮らしに身近な森林づくり

里山・竹林環境保全用機器貸出事業（あさひ竹プロジェクト）

主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

柿地区農家組合　竹粉の保管・発酵 柿地区農家組合　発酵後の竹粉の田んぼへの散布

写真6

小向里山保全会　竹切の翁　チッパー活用状況 みえ森を活用していることを示すシール等

写真3 写真4

対策区分 ２．暮らしに身近な森林づくり 市町名 朝日町 新規

事業名 里山・竹林環境保全用機器貸出事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

柿地区農家組合　チッパー活用状況 柿地区農家組合　粉砕後の竹粉

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

3 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

対策区分 ３．森を育む人づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

1,746,182 292,560 0

1．事業の目的

あさひ竹プロジェクトの一環として、竹林面積割合が県内一である特徴を活かし、竹を地域資源として見つめ直し、竹を通

じた新旧住民の交流を生み出し、町全体で竹・竹林の活用や課題解決に向けた関心を喚起することを目的とする。

事　業　費 2,038,742 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

①町民が集う場（ふれあいパーク）にて竹あかり展示を実施した。

②竹あかりを作製するワークショップや工具を貸出し自宅で作る「おうちで作ろう、竹あかり！」を実施した。

③町民主体により竹の花挿しを作製し、町民の協力を得て東海道に設置する取組を支援した。

④竹で人が乗れる駕籠（かご）を作製するワークショップ「竹駕籠づくりワークショップ」を開催した。

⑤竹で作った水鉄砲で戦う竹水鉄砲合戦を開催した。

⑥竹テント作製ワークショップを開催した。

朝日町（竹の花挿しの取組のみ朝日まちなみ検討会が実施）

5箇所（ふれあいパーク、東海道沿い、公民館、朝日小学校、保健福祉センター）

展示イベント来場者数延べ1,000人程度、各ワークショップ参加者数合計105名、竹あかり道具貸出23件

・専門性の高い竹あかりの演出・展示については、県総合文化センター等での実績が豊富な県内事業者を選定（1者随契）

三重県一竹林面積割合が高い当町において、子ども、親子、地域住民が竹の魅力に触れることをきっかけに、朝日町の竹・竹林への理解

を深め住民主体による自律的な竹林整備への参加者・協力者数を増やす。

コロナ禍により予定通りの事業推進が難しい面もあったが、竹に関する多様な取り組みを実施できた。完成した竹駕籠、竹テント、竹の

花挿しは秋のイベント「東海道まつり」においても活用し、広く町民に取り組みを知らしめることができた。

竹テント、竹駕籠は完成品の継続的な利用を見据えた新しい取り組みである。竹水鉄砲合戦の取り組みは、竹プロジェク

トを教育委員会に横展開した新たな取り組みであり、子ども会事業の一環として実施した。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

直営 その他
補助事業ではな

い

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

3 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

対策区分 ３．森を育む人づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

その他

1,746,182 292,560 0
事　業　費 2,038,742 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者
展示イベント来場者数延べ1,000人程度、各ワークショップ参加者数合計105名、竹あ

かり道具貸出23件、竹の花挿し設置協力60軒（小向地区の東海道沿い民家）

期待する波及効果

これまでの取組において町民の竹・竹林への関心は確実に高まっており、既に実現し

た里山整備団体への参加者促進効果が期待される。また、竹テントWSの実施にあた

り四日市大学関係者と繋がり、四日市において自主的な竹テントづくりを目的とした

団体が設立された。既に繋がりがある桑名市の桑竹会との連携も含め、北勢地域にお

ける竹林・里山整備の更なる機運醸成が期待される。

竹林の問題は竹林所有者個人の問題となりがちであるが、竹や竹林の魅力に触れ、関心を持つきっかけを行政が作ること

で竹林と無関係である住民も含めて竹林を地域資源としてとらえ、町民全体で解決を図る機運醸成に繋げる。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

購入した工具類等については引き続き役場により適切に管理する。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

のぼり設置 実施中 竹あかり会場にて竹製ポールを使ったのぼりを設置

HP掲載 実施前・中・後 各企画開催前や開催中、開催後にHPに記事掲載

アンケート実施 実施中 各企画開催時にアンケート実施

その他 実施中 新聞等にて各企画について紹介する記事掲載

広報誌掲載 実施前 各企画について案内する記事を広報誌に掲載

TV（行政チャン 実施前・中・後 地元ローカル局（Ccnet）にて各企画について紹介する番組を放送

7．写真及びその他資料

別紙のとおり　写真、新聞記事等を添付

8．その他特記事項（受益者の反応等）

例年に引き続き、各アンケートの結果は良好である。また、秋のイベント時のブース出展により、竹テント、

竹駕籠、竹の花挿しのいずれに対しても町民の関心が高いことが確認できた。

パネル展示 実施後 完成した竹駕籠を紹介するパネルを作成し、町資料館に常設

その他 実施後
秋のイベント時に竹テントを利用してブース出展し、竹プロジェクトの取

り組みを紹介したほか、竹駕籠試乗、竹の花挿し絵付け体験を実施

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

委託料、消耗品費

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

委託料
竹あかりイベント開催

委託料
回 1.00 1,460,250 1,460,250

委託料
竹あかりイベント写真

撮影業務
回 1.00 33,000 33,000

委託料
竹あかり用デザイン作

成業務
点 30.00 3,300 99,000

委託料
竹テントづくりワーク

ショップ開催用委託料
式 1.00 275,000 275,000

消耗品費

竹水鉄砲合戦、竹テン

トづくり、竹駕籠づく

り、竹の花挿し作製

等、各種ＷＳ，イベン

式 1.00 171,492 171,492

2,038,742

３．森を育む人づくり

森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（１）．写真

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

竹あかりの展示inふれあいパーク 竹あかりの展示inふれあいパーク　のぼり設置

イベント時の竹の花挿し絵付け体験 竹テントづくりWS

写真6

竹駕籠づくりWS イベント時の竹駕籠試乗体験

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

竹駕籠づくりWS記事（よっかいちai9月号）

竹駕籠づくりワークショップ新聞記事の一部（中部経済新聞R4.8.22）

竹あかりの展示inふれあいパーク（よっかいちai1月号）

継続

事業名 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（２）．その他の資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 朝日町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

町公式HP記事（竹あかりの展示inふれあいパーク）

継続

事業名 森林環境教育事業（あさひ竹プロジェクト）

７の（２）．その他の資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 朝日町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

1箇所

芝生面積（あさひ園）延べ1,286㎡

裸足で芝生の上で遊ぶ園児もおり、芝生や緑の心地よさの実感に繋がる。また、それらの体験からも草木を大切にする心

を養う。

あさひ園は約400名の園児を抱える県内有数のマンモス園であり、多数の園児が日常的に走り回る園庭に芝生は劣化が激し

いため、区画分けをして計画的に芝生の維持管理を図っている。

新たにあさひ園通信「えんだより」にみえ森を活用して芝生を維持管理していることを紹介する記事を掲載した。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

1,493,200 500,000

1．事業の目的

公共施設（幼保一体化施設）の園庭を緑化することにより、幼児教育の場において園児が緑にふれあい、森や草

木を大切にする心を養うための環境をつくることを目的とする。

事　業　費 1,993,200 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

幼保一体化施設（あさひ園）の芝生の維持管理（平成28年度～30年度みえ森交付金を活用して緑化した芝生）

朝日町

4 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和 4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

1,493,200 500,000
事　業　費 1,993,200 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

4 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 朝日町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

8．その他特記事項（受益者の反応等）

毎日多くの園児が園庭を利用しており、時には裸足で走り回ることもあり芝生の心地よさを肌で感じていると

思われ、保育士や保護者からも好評である。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり　えんだより、HP記事

標識・標柱等設

置
実施前・中・後

入り口付近にみえ森を活用して芝生を維持管理している旨を記載した看板

を設置している。

学校だより等掲

載
実施後

「えんだより」にみえ森を活用して芝生整備をしている旨を記載した記事

を掲載している

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 みえ森を活用して芝生整備をしている旨を記載した記事を掲載している

期待する波及効果 子どもたちはもとより、保護者にとっても最も身近な緑とのふれあいにつながる

町有施設の整備であるため

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

町有施設の整備であるため、今後も引き続き担当課により適切に管理する。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 園児、職員等約500名

令和2年度から実施している長期的な維持管理のため昨年度受託者である地元造園業者に委託（1者随契）

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

委託事業 造園業者
補助事業ではな

い

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 朝日町

事業名

、

幼保一体化施設（あさひ園）の芝生の維持管理

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

工事請負費 芝刈り ㎡ 4800.00 35 168,000

工事請負費 施肥 ㎡ 3600.00 33 118,800

工事請負費 エアレーション ㎡ 2400.00 35 84,000

工事請負費 張芝工 ㎡ 200.00 1,350 270,000

工事請負費 鋤取り ㎥ 20.00 1,754 35,080

工事請負費 トラック運搬 ㎥ 20.00 2,622 52,440

工事請負費 建設廃棄物受入料金 ㎥ 20.00 2,820 56,400

工事請負費 除草剤散布 ㎡ 2400.00 40 96,000

工事請負費 モニュメント粒剤 袋 2.00 11,250 22,500

工事請負費 アージラン乳剤 本 2.00 4,950 9,900

工事請負費 ザイトロン液 本 2.00 6,750 13,500

工事請負費 共通仮設費 式 1.00 100,000 100,000

工事請負費 現場管理費 式 1.00 437,000 437,000

工事請負費 一般管理費 式 1.00 348,380 348,380

工事請負費 消費税 式 1.00 181,200 181,200

1,993,200合計

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

４．効率性：主な経費内訳

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

園庭で遊ぶ児童

（写真調整中）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

７の（１）．写真

（写真調整中）

園庭に設置されている看板 園庭で遊ぶ児童

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

７の（２）．その他資料

全園児に配布される「えんだより」１１月号に記事掲載

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

リンク先PDFファイル

７の（２）．その他資料

町公式HP記事（幼保一体化施設）

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 朝日町 継続

事業名 森と緑とふれあう環境づくり事業（幼保一体化施設）

資料２－２
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川越町 
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第１１号様式（その１）（評価委員会資料）

１．基礎情報（平成30年度版三重県市町要覧による）

川越町 三重県

15,283 1,782,190

14.3% 12.4%

0.00 372,352.55

0.00 348,833.49

0.0% 64.0%

0.3 10.1

２.令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠・加算枠）事業実績

小計 対策区分１ 対策区分２ 対策区分３ 対策区分４ 対策区分５ 基金積立

1 3 986,718 532,000 532,000

2 3 562,447 387,000 387,000

3 3 468,747 295,000 295,000

4 4 4,125,000 3,978,000 3,978,000

5 4 513,678,000 10,919,000 10,919,000

0

0

0

519,820,912 16,111,000 0 0 1,214,000 14,897,000 0 0

３．令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（連携枠）（防災枠）事業実績

事業量

(ha・m)

事業費

(円)

内交付金充

当額(円)

0 0 0

0 0 0

0 0 0

４．事業方針及び事業実施により期待される効果、情報発信への取組

事業方針

計

事業区分 事業概要

流域防災機能強化対策事業

　緑豊かな環境の中で、集団生活を通じ学校生活においての「仲間づくり」や「信頼関係」の土台を築き、自然と触れ合うことで、身近な木や

緑に親しむ機会を増加させることができる。また、身近な公共施設への県産材の使用や、学校で木製品に触れることにより、三重県の森林や木

材への関心を深めてもらい木の温もり、肌触りや香りを身近に感じることができ、木材利用に対する理解や関心が深まる。

情報発信への取組

学校だよりや学年通信を活用し、自然教室を通じた子供の成長や取組について、情報を提供した。

また、町HPを活用し、みえ森と緑の県民税市町交付金の活用実績について、情報発信した。

森林再生力強化対策事業

災害からライフラインを守る事前伐採事業

当町は三重県の北部に位置し、北は員弁川、東は伊勢湾に臨む地形であり森林を有していない町です。

人口は増加しており、年少人口割合は県平均を上回っている状況にあります。この状況において、学校施設への木製備品の設置や自然の中で

森林ヤ木材について学ぶ機会をもつことで、森林や緑を大切に思い育む人づくりを進めます。また、公共施設の木質化を通じて、町民が森林

や木材について、学びふれあう場を提供することで森林教育を行います。

事業実施により期待される効果

森林率(%)

都市公園面積（㎡/人口）＊３

＊１：全人口に占める15歳未満の人の割合

＊２：国有林以外の森林（個人や法人が所有する私有林のほか、都道府県や市町村が所有する公有林も含みます。）

＊３：都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する都市公園及び都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特別地区公園

交付金充当額（円）（当年度交付金額＋基金活用額）

川越中学校自然教室

川越北小学校自然教室

川越南小学校自然教室

川越北小学校図書室机・椅

子等整備事業

川越町あいあいホール

改修事業

番

号

対策

区分
事業名

事業費

（円）

民有林面積(ha)＊２

　　　令和４年度　みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業　市町別総合評価シート

市町名

人口（人）

年少人口割合（％）＊１

森林面積(ha)

0%

0%

8%

92%

0%

対策区分別事業費割合 ★①-5、②-5

1

2

3

4

5

対策区分１

対策区分２

対策区分３

対策区分４

対策区分５

資料２－２
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第１１号様式（その１）（参考資料）

令和4年度森林環境譲与税事業の実績

【記載要領】

ア． 事業カテゴリーの欄は下記の項目から該当するものを選択し記載するものとする。

① 意向調査の準備作業

② 意向調査

③ 私有林整備

④ 公有林整備（財産区有林含む）

⑤ 森林保護対策

⑥ 林道・林専道の整備等

⑦ その他（森林整備）

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑩ 専門員の雇用

⑪ 新たな組織の設立

⑫ その他（人材育成等）

⑬ 木造公共建築物の整備等

⑭ 木質バイオマス利用推進

⑮ 森林・林業・木材普及活動等

⑯ その他（木材・普及啓発関係）

⑰ 基金積立（森林整備等）

⑱ 基金積立（人材育成等）

⑲ 基金積立（木材利用等）

⑳ 基金積立（執行残額等）

1,858

10

合計 1,858

事業カテゴリーの項目

8

9

6

7

4

5

2

3

1 ⑲ 基金積立（木材利用等） 1,858 1,858

事業

番号
事業カテゴリー

事業費

（千円） 内、譲与税（千円）

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

１箇所（三重県立鈴鹿青少年センター）

自然教室１回

　緑豊かな環境の中で、集団生活を通じて、社会性を育むことができ、さらに自然に触れ合うことで、身近な

木や緑に親しむ習慣が身についた。

　屋外活動では、昼間は屋外での体験を中心に学習し、夕方は屋内で体験のふりかえりを行うことで一層の学

習効果の向上を図った。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じて制限のある中ではあるが、今後も継続的に自然教室を実施すること

により、森林や緑と接し、生徒の心身ともに調和のとれた健全な育成を図ることを目的として実施する。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

532,000 0 454,718

1．事業の目的

　野外体験活動を通じて、自然に親しみ自ら自然体験を求めていくきっかけをつくるとともに

集団生活の中で人間的なふれあいを深めることで、心身ともに健全で森や緑の大切さを知る青少年の

育成を図る。

事　業　費 986,718 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

中学1年生を対象に、鈴鹿市で1泊2日の集団生活を送る中で、オリエンテーリングや自然観察など自然と触れ

合う活動を実施する。

川越町

1 川越中学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

資料２－２
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令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

532,000 0 454,718
事　業　費 986,718 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

1 川越中学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

自然教室を通じて、クラスや学年と深く交流し、成長と課題のどちらも感じられ、これを日常生活にどのよう

に活かしていくか、振り返りが必要であると思われる。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

学校だより等掲

載
実施後 生徒、保護者

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 町民

期待する波及効果 家族や友人などと自然と触れ合う機会を求めるきっかけとなる

中学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒148人

　直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

その他 その他 その他

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

交通費 バス 台 5.00 70,400 352,000

宿泊費 泊 1.00 121,880 121,880 宿泊代・リネン代

食糧費 式 1.00 351,442 351,442

夕食・朝食・夜食

2日目昼食（ホット

ドック）

活動費 式 1.00 159,856 159,856

創作活動（フォトフ

レーム）

講師派遣2名・振り

返り活動費（のり・

マイネーム）施設利

用料

振込手数料 式 1.00 1,540 1,540

986,718

３．森を育む人づくり

川越中学校自然教室

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

写真5 写真6

写真1
・JPEGなどの画像データを添付するものとする。
（PDFデータは不可とする。）
・施工前と施工後の事業効果がわかる写真を併載
する場合は、同じ角度から撮影したものとする。

写真2

自然観察 自然観察

フォトフレームづくり 清掃活動

写真3 写真4

事業名 川越中学校自然教室

７の（１）．写真

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町 継続

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

学校だより：四気折々

継続

事業名 川越中学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２
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第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

HP：自然教室

【1年生】自然教室　出発式

いよいよ本日から自然教室です。

出発式を終え、バスに乗り込みました。

元気よく行ってきます！

【1年生】自然観察

センターに着き、まずは自然観察を行なっています。

みんな、ルーペを使い、しっかりスケッチをしております。

タンポポが多いかな…？

班員と協力して、観察をしましょう！

2022年05月20日更新｜1年生

継続

事業名 川越中学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－9



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

１箇所（四日市市少年自然の家）

自然教室１回

　緑豊かな環境の中で、集団生活を通じて、社会性を育むことができ、さらに自然に触れ合うことで、身近な

木や緑に親しむ習慣が身についた。

　屋外活動では、昼間は屋外での体験を中心に学習し、夕方は屋内で体験のふりかえりを行うことで一層の学

習効果の向上を図った。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じて制限のある中ではあるが、今後も継続的に自然教室を実施すること

により、森林や緑と接し、児童の心身ともに調和のとれた健全な育成を図ることを目的として実施する。

川越町

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

387,000 0 175,447

1．事業の目的

　集団生活の中で、自分の役割を果たし、互いに協力し合うことにより、仲間同士のつながりを深めるととも

に、自然に親しみ自ら自然を大切にする人づくりを進める。

事　業　費 562,447 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

小学5年生を対象に、四日市市で1泊2日の集団生活を送る中で、ウォークラリーや焼き杉づくりなど自然と触

れ合う活動を実施する。

2 川越北小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

13－10



令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

387,000 0 175,447
事　業　費 562,447 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

2 川越北小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

自然教室を通じて、初めての体験や自然の中でしか味わえない爽快さを感じながら、仲間と協力する意識をも

つことができ、充実したものとなった。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

学校だより等掲

載
実施後 生徒、保護者

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 町民

期待する波及効果 家族や友人などと自然と触れ合う機会を求めるきっかけとなる

小学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒79人

　直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

その他 その他 その他

資料２－２

13－11



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

交通費 バス 台 3.00 72,600 217,800

宿泊費 泊 1.00 98,280 98,280 宿泊代・リネン代

食糧費 式 1.00 162,694 162,694
夕食・朝食・夜食

2日目昼食

活動費 式 1.00 82,133 82,133

創作活動（焼き杉）

薪・レクリエーショ

ン費・野外炊事費

振込手数料 式 1.00 1,540 1,540

562,447

３．森を育む人づくり

川越北小校自然教室

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－12



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

自然の中で朝のつどい

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町 継続

事業名 川越北小学校自然教室

７の（１）．写真

写真2

焼き杉づくり 展望台からの朝日

資料２－２

13－13



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

学校だより：メタセコイア

継続

事業名 川越北小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－14



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

HP：自然教室

自然教室　日の出ハイク
朝いちばんに展望台まで歩きました

みんなで一日のスタートをきるのは気持ちのいいものです。

雲の切れ間から日の出も見ることができました。

自然教室　焼杉
木の板に下絵を描き、糸のこぎりでそのかたちに切ります。

そしてガスバーナーの火で杉板を焼きます。

焼き具合もみんな違います。

たわしですすを落として、装飾をしたら出来上がり。

自分の作品をつくるのはとても楽しいです。

継続

事業名 川越北小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－15



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

１箇所（朝明渓谷・朝明茶屋）

自然教室１回

　緑豊かな環境の中で、集団生活を通じて、社会性を育むことができ、さらに自然に触れ合うことで、身近な

木や緑に親しむ習慣が身についた。

　屋外活動では、昼間は屋外での体験を中心に学習し、夕方は屋内で体験のふりかえりを行うことで一層の

学習効果の向上を図った。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じて制限のある中ではあるが、今後も継続的に自然教室を実施すること

により、森林や緑と接し、児童の心身ともに調和のとれた健全な育成を図ることを目的として実施する。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

295,000 0 173,747

1．事業の目的

　集団生活の中で、自分の役割を果たし、互いに協力し合うことにより、仲間同士のつながりを深めるととも

に、自然に親しみ自ら自然を大切にする人づくりを進める。

事　業　費 468,747 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

小学5年生を対象に、四日市市で1泊2日の集団生活を送る中で、ウォークラリーや焼き杉づくりなど自然と触

れ合う活動を実施する。

川越町

3 川越南小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

13－16



令和４ 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
継続

その他

295,000 0 173,747
事　業　費 468,747 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

3 川越南小学校自然教室

対策区分 ３．森を育む人づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

自然の中で木の枝・木の実を拾い創作活動をし、記念となる作品ができた。ウォークラリーも実施され、印象

深い

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

学校だより等掲

載
実施後 生徒、保護者

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

HP掲載 実施後 町民

期待する波及効果 家族や友人などと自然と触れ合う機会を求めるきっかけとなる

小学校の授業の一環であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

施設整備等でなく、転用や目的外使用は想定されない。

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒６2人

　直営のため該当しない。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

その他 その他 その他

資料２－２

13－17



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

交通費 バス 台 2.00 88,000 176,000

宿泊費 泊 1.00 78,120 78,120 宿泊代・リネン代

食糧費 式 1.00 115,320 115,320
夕食・朝食・夜食

2日目昼食

活動費 式 1.00 98,867 98,867

創作活動（焼き杉）

薪・レクリエーショ

ン費・野外炊事費

アルコールスプ

レー・消毒用エタ

ノール・木べら・

マッキー

振込手数料 式 1.00 440 440

468,747

３．森を育む人づくり

川越南小校自然教室

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－18



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

自然の中でウォークラリー 自然の中でウォークラリー

写真5 写真6

写真3 写真4

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町 継続

事業名 川越南小学校自然教室

７の（１）．写真

写真2

焼き杉づくり キャンプファイヤー

資料２－２

13－19



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

学校だより：川越南小だより

継続

事業名 川越南小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－20



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

HP：自然教室

自然教室(ウォークラリー)
ウォークラリーも順調に進んでいます。展望台からの眺めはすばらしく、

遠く神島まで見えました。展望台では、用意していただいたお弁当を

みんなおいしそうに食べていました。

自然教室(焼き杉)
ウォークラリーをすべての班がゴールして、次は焼き杉づくりをしました。

まずガスバーナーで杉の板を焼いてから水で洗います。

それから集めてきた木の枝や木の実などを飾り付けていきます。

自然教室の記念に残るすばらしい作品ができました。

継続

事業名 川越南小学校自然教室

７の（２）．その他資料

対策区分 ３．森を育む人づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－21



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

１箇所（川越北小学校図書室）

図書室用椅子　Ｗ480×Ｄ495×H690,760　計45脚　　ブックトラックW800×D400×1250　2台

図書室用机　　Ｗ1800×Ｄ600，900×Ｈ600,610,700　計5台　木製書架W1800×D400,480×H895,1250　計

県産材を使用することにより、木の温もり等の良さを感じてもらい、木材利用に対する理解が深まった。

　児童が日常的に授業や休憩時間等で図書室を利用する際に県産材の木製品に触れる機会が増え森林や木材に対しての親

しみを感じ理解を深める。そのため、授業等で森林や木材について、学べる機会を設けた。

今後、森林や木材に関する書籍について期間限定でのコーナーを設置し、みえ森と緑の県民税市町交付金を活用して整備

された木製備品を紹介し、森林・木材に強い関心をもつような展開をしていく。

授業や休憩時間等で図書室を利用する際に、みえ森と緑の県民税市町交付金事業での整備をした机や椅子を紹

介してもらい、児童に森林や木材について学びふれあう場を創出する。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

3,978,000 0 147,000

1．事業の目的

川越北小学校の図書室の机・椅子等を整備し、利用する生徒に森林等の実情や問題について理解を深めてもらい

関心を

もってもらう場をつくり木育学習を進めていく。

事　業　費 4,125,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

　図書室の机・椅子等の木製品を整備し、児童に森林等の実情や問題について理解を深めてもらい関心を持つ

ような場をつくり木育学習を進めていく。

川越町

4 川越北小学校図書室机・椅子等整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

13－22



令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

その他

3,978,000 0 147,000
事　業　費 4,125,000 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

4 川越北小学校図書室机・椅子等整備事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

実績のある事業者との契約により、品質もよく木製品の印象も良いものとなった。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

ロゴマーク掲示

(ｼｰﾙ・ﾌﾟﾚｰﾄ
実施中・後 購入設置した備品本体にロゴマーク標示シールを設置。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

その他 実施後 図書室にて、備品整備に関連して、森や緑・自然に関係する書籍を展示し

期待する波及効果 県産材利用の促進に寄与する。また、児童家族への普及効果も期待できる。

公共施設であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

公共施設であるため、転用等が想定されず、該当しない。

指名競争入札による

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 生徒513人

　県内登録業者から県民税の契約実績のある業者を選定し、指名競争入札にて実施。

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

物品購入 森林組合

資料２－２

13－23



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

木製閲覧用机 1800*900*700 台 1.00 190,802 190,802

木製閲覧用机 1800*600*700 台 2.00 185,645 371,290

木製閲覧用机 1800*900*600 台 1.00 190,802 190,802

木製閲覧用机（円型） φ1200*610 台 1.00 206,272 206,272

木製閲覧用椅子 480*495*760 脚 20.00 48,990 979,800

木製閲覧用椅子 480*495*690 脚 25.00 48,990 1,224,750

ブックトラック 800*400*1250 台 2.00 123,763 247,526

木製書架 1800*480*895 台 1.00 257,840 257,840

両面傾斜2段書架 1800*460*720/1000 台 1.00 309,408 309,408

既存椅子等処分費 式 1.00 146,510 146,510 57円端数調整

4,125,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

川越北小学校図書室机・椅子等整備事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－24



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

図書室椅子 ブックトラック

写真5 写真6

書架

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 川越町 新規

事業名 川越北小学校図書室机・椅子等整備事業

７の（１）．写真

写真2

図書室机 図書室机

資料２－２

13－25



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

【事業内容】

【実施主体（補助事業の場合は補助事業実施主体）】

【実施個所及び箇所数】

【事業量】

【事業実施により期待される効果】

【効果を発揮させるための工夫・取組】

【新たな対策・視点及び改善点】

１箇所（あいあいホール）

天井の木質化54.5㎡、腰壁の木質化95.9㎡

　県産材を使用することにより、木の温もりや木の肌触りや香りを身近に感じることができ、木材利用に対す

る理解が深まった。

あいあいホール利用者に対し、県産材で木質化された空間を肌で感じ、森林や木材に対しての理解を深めるた

め、同施設内で県民税に関するパネル展示を行った。

木質化された空間の質感を維持し、木材の持つ長所・短所について考える場としても活用していく必要があ

る。

3．有効性【２つの基本方針である「災害に強い森林づくり」「県民全体で森林を支える社会づくり」を進める

うえで有効な取組であるか。】

その他

846,000 10,073,000 502,759,000

1．事業の目的

川越町の施設であり、幅広い年齢層の利用があるあいあいホールのエントランスホール及び２階ロビーを

一部木質化し、町民を対象にした森林環境教育・木育を行う。

事　業　費 513,678,000 円 (財源内訳)
当年度交付金 市町基金

2．事業実績概要

天井の木質化54.5㎡、腰壁の木質化95.9㎡

川越町

5 川越町あいあいホール改修事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

資料２－２

13－26



令和4 年度みえ森と緑の県民税市町交付金（基本枠、加算枠）事業 事業別実績書

市町名
新規・継

続の別
新規

その他

846,000 10,073,000 502,759,000
事　業　費 513,678,000 円 (財源内訳)

当年度交付金 市町基金

5 川越町あいあいホール改修事業

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 川越町

番 号 事　　業　　名

【実施方法（委託（請負）先、補助対象者及びその選定理由）】

【委託先及び補助対象者等の選定理由】

【主な経費内訳】

（別紙のとおり）

【公的関与の必要性】　

【情報発信の内容】

リニューアルに合わせて内装を木質化したことにより、以前との比較により木質化のインパクトは大きいもの

となった。

7．写真及びその他資料

別紙のとおり

8．その他特記事項（受益者の反応等）

HP掲載 実施後 町民

期待する波及効果 県産材利用の促進に寄与する。

パネル展示 実施後
みえ森と緑の県民税を活用した取組の一環として、ホールロビーにてパネ

ルを展示した。

公共施設であるため。

【実施後の管理体制及び転用、目的外使用の規制等】

公共施設の内装木質化であり該当しない。

6．情報発信度【みえ森と緑の県民税の事業成果や事業効果を広く県民に周知することで、「災害に強い森林づ

くり」や「社会全体で森林を支える社会づくり」への県民の理解が深められたか。】

手段 時期 情報発信の場所・対象・内容など（自由記載）

一般競争入札による

5．公益性【事業実施により、幅広い県民が受益を受けることができたか。また多くの県民に受益があるような

工夫がされているか。】

【受益者及び、期待する波及効果】

受益者 施設利用者

入札公告により応募のあった業者による一般競争入札による

4．効率性【事業目的を達成するため、事業実施に必要な経費が、効率的に活用されたか。】

①実施方法
②主な委託先及び

補助対象者等

③補助率・

負担率等

④補助の上限及び

定額補助の額
備考

工事請負 建設業者

資料２－２

13－27



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）

対策区分 市町名 川越町

事業名

区分 仕 様 単位 数量 単価 金額 備 考

客席天井改修工事

　直接仮設工事 式 1.00 8,765,890

　鉄骨工事 式 1.00 25,104,861

　内部改修工事 式 1.00 51,146,226

　撤去工事 式 1.00 1,024,636

その他改修工事

　直接仮設工事 式 1.00 2,825,590

　外部改修工事 式 1.00 13,322,591

　内部改修工事 式 1.00 20,879,493

　建具改修工事 式 1.00 8,272,734

　スロープ工事 式 1.00 5,819,947

　撤去工事 式 1.00 1,176,814

　内装木質化工事 式 1.00 18,243,202

　教育センタートイレ改修工事 式 1.00 4,430,694

　あいあいホールトイレ改修工事 式 1.00 9,875,310

墜落防止用器具費 式 1.00 40,012

電気設備工事 式 1.00 79,199,000

機械設備工事 式 1.00 114,236,000

諸経費 式 1.00 102,617,000

消費税 式 1.00 46,698,000

513,678,000

４．森と人をつなぐ学びの場づくり

川越町あいあいホール改修事業

４．効率性：主な経費内訳

合計

資料２－２

13－28



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

写真1 写真2

写真3 写真4

写真5 写真6

ホールロビー・通路天井腰壁木質化 ホールロビー・通路天井腰壁木質化

写真5 写真6

パネル展示状況 パネル展示状況

写真3 写真4

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 川越町 新規

事業名 川越町あいあいホール改修事業

７の（１）．写真

写真2

ホールロビー・通路天井腰壁木質化 ホールロビー・通路天井腰壁木質化

資料２－２

13－29



第１１号様式（その２）（評価委員会資料）
新規・継

続の別

川越町HP:あいあいホールリニューアル

新規

事業名 川越町あいあいホール改修事業

７の（２）．その他資料

対策区分 ４．森と人をつなぐ学びの場づくり 市町名 川越町

資料２－２

13－30


